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市
で
は
、
現
在
と
将
来
の
人
口
状
況
な
ど
を
分
析
し
、
人
口
の
将
来
展
望

と
め
ざ
す
べ
き
方
向
を「
三
原
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
活
力

あ
る
将
来
の
実
現
に
向
け
て
、今
後
５
年
間
の
目
標
や
基
本
的
な
方
向
性
、重

点
的
に
取
り
組
む
事
業
な
ど
を
ま
と
め
た「
三
原
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」を
定
め
ま
し
た
。

人
口
減
少
に
ス
ト
ッ
プ
を 

三
原
市
の
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
づ
く
り

「
三
原
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と「
三
原
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
策
定

減
少
す
る
市
の
人
口

　
本
市
の
人
口
の
現
状
分
析
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■ 

現
状
で
推
移
し
た
場
合
、平
成
72
年
に
は
平
成
22
年
の
約
半
数
に
な
る
と

推
計

■
出
生
数
は
減
少
傾
向
で
、
出
生
よ
り
死
亡
が
多
い

■
転
入
よ
り
転
出
が
多
い

■
仕
事
に
就
い
て
い
る
女
性
の
割
合
が
、
県
内
の
他
市
と
比
べ
て
低
い

■
東
広
島
市
や
竹
原
市
、
尾
道
市
な
ど
市
外
か
ら
の
通
勤
者
が
多
い

問
経
営
企
画
課　
☎
０
８
４
８・67・６
２
７
０

三
原
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
【
平
成
72（
２
０
６
０
）年
ま
で
】

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

H72（年）H67H62H57H52H47H42H37H32H27H22

（人）

100,509 将来の人口展望（出生・死亡や転入・転出の状況が
　　　　　　　　　　　　　　　改善した場合）

現状で推移した場合

約８万人
約７万人

約1.7万人
約7.2万人

約5.3万人

人口の将来展望

　現状で推移した場合、平成72年の人口は約５万３千人にまで減少する見込みです。
　しかし、合計特殊出生率や転出超過が改善した場合、平成72年の人口は約７
万人となり、約１万７千人の押し上げ効果が期待できます。
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市
の
総
合
戦
略
は
、
ま
ち・ひ
と・し
ご
と

創
生
の
実
現
に
対
し
実
効
性
が
高
い
と
考
え

ら
れ
る
施
策
や
事
業
を「
５
つ
の
挑
戦
」で
ま

と
め
て
い
ま
す
。

①
働
く
場
づ
く
り
へ
の
挑
戦

　
若
い
世
代
や
女
性
、
高
齢
者
な
ど
、
多
く

の
人
が
市
内
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
整

備
に
挑
戦
し
ま
す
。

◆
工
業
団
地
な

ど
の
早
期
整
備

に
向
け
た
イ
ン

フ
ラ
整
備
事
業

◆
起
業
化
促

進
事
業

◆
農
林
水
産

物
な
ど
の
６
次

産
業
化
支
援

事
業　
な
ど

②
交
流
人
口
拡
大
へ
の
挑
戦

　
観
光
を
新
た
な
産
業
の
柱
の
一
つ
と
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
場
産
業
の
振
興

や
雇
用
の
確
保
に
挑
戦
し
ま
す
。

◆
瀬
戸
内
三
原 

築
城
４
５
０
年
事
業

◆「
三
原
食
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業

◆
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
開
催
事
業　
な
ど

③
子
ど
も・子
育
て
充
実
へ
の
挑
戦

　
出
会
い
か
ら
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
、

復
職
ま
で
、子
ど
も・子
育
て
世
代
へ
の
支
援

の
充
実
に
挑
戦
し
ま
す
。

◆
乳
幼
児
等

医
療
費
助
成

事
業

◆
不
妊
検
査

費
助
成
事
業

◆
県
内
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の

学
力・体
力
づ

く
り　
な
ど

④
市
民
の
健
康
づ
く
り
へ
の
挑
戦

　
い
つ
ま
で
も
地
域
で
暮
ら
せ
、
目
標
に
向

か
っ
て
生
活
を
送
る
土
台
と
な
る「
健
康
」を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
す
。

◆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
ま
ち
三
原
推
進
事
業

◆
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
支
援
事
業

◆
薬
局
で
の
糖
尿
病
検
査
事
業　
な
ど

⑤
住
み
良
さ
向
上
へ
の
挑
戦

　
市
民
が
住
み
続
け
た
い
と
感
じ
、
定
住
の

場
所
と
し
て
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦

し
ま
す
。

◆
定
住
支
援

体
制
の
整
備

◆
空
き
家
活

用
検
討
事
業

◆
中
心
市
街

地・
中
山
間

地
域
活
性
化

事
業　
な
ど

三原市人口ビジョン 三原市まち・ひと・しごと
創生総合戦略
５つの挑戦を通じ、課題に対応
　　　■出生率の上昇 ■死亡数の抑制
　　　■転入の促進 　■転出の抑制

年齢別や男女別などの分析に
より、市の将来人口を推計
  ■人口の現状分析
  ■めざすべき将来の方向
  ■人口の将来展望 人口減少に歯止めをかけ

活力ある将来の実現へ

三
原
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
平
成
27
〜
31
年
度
の
５
年
間
の
取
り
組
み
】



　
平
成
28
年
度
の
予
算
総
額
は
前
年
度
比

３・９
％
減
の
８
１
６
億
３
，
０
０
０
万
円
、

一
般
会
計
予
算
は
同
３・
１
％
減
の
４
６
７

億
６
，５
０
０
万
円
と
し
ま
し
た
。限
ら
れ
た

予
算
を
重
点
事
業
に
集
中
し
、
効
果
を
最
大

重
点
事
業
に
予
算
を
集
中
し
、最
大
の
効
果
を

限
に
高
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
元
気
な
三
原
の
実
現
に
向
け
、
新
長
期
総

合
計
画
で
掲
げ
た
基
本
目
標
に
か
か
る
事
業

を
着
実
に
実
行
す
る
と
と
も
に
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
、
地
方
創
生
を
め
ざ
し
た

三
原
市
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

に
基
づ
き
、「
交
流
人
口
の
拡
大
」「
働
く
場
づ

く
り
」「
子
ど
も・子
育
て
充
実
」な
ど
に
重
点

を
置
き
、
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

歳　入
467億円

県支出金
32億円
（6.9%）

地方交付税
104億円  （22.2％）

財産収入
3億円 （0.6%）

  繰入金ほか
8億円 （1.7%）

使用料ほか
15億円 （3.3％）

諸収入
17億円
（3.7％）

地方譲与税　5億円 （1.1%）その他 22億円 （4.6%）

　市債　
 60億円　
（13.0%）

国庫
支出金　
65億円　
（13.8%）

市税
136億円
　（29.1%）

依存
財源
288
　億円
　 （61.6%）

自主財源
　　179
　　　億円
　　　 （38.4
　　　　　%）

　　 その他
　 経費　
  167
 億円　
（35.8
　 ％）

義務的
　　経費
　　  229
　　　億円
　　  （48.9
　　　　％）

歳　出
467億円

維持補修費
5億円 （1.1％） その他

61億円
（13.1％）

  補助費等
 48億円
（10.3％）

物件費
53億円
（11.3％）

普通建設事業費
　71億円
　　　（15.3％）

投資的経費
　71億円
　 （15.3％） 公債費

62億円
（13.3％）

扶助費
87億円
（18.6％）

人件費
80億円　
（17.0％）
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その他 22億円 （4.6%

　
市
の
経
済
は
、
い
ま
だ
景
気
の
回
復
基
調
を

実
感
で
き
る
ま
で
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
引
き

続
き
厳
し
い
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
先
日
公
表
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
速
報
値
で

は
、
全
国
的
な
人
口
の
減
少
傾
向
が
明
ら
か
と

な
り
、
市
の
人
口
も
約
９
万
６
，０
０
０
人
と
、

合
併
後
維
持
し
て
き
た
10
万
人
を
割
り
込
み
ま

し
た
。
さ
ら
に
44
年
後
の
平
成
72
年
に
は
約
５

万
３
，０
０
０
人
と
、こ
の
ま
ま
で
は
現
在
の
約

半
数
に
ま
で
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
へ
の
対
策
は
、
取
り
組
み
が
早
け

れ
ば
早
い
ほ
ど
効
果
的
で
す
。
市
と
し
て
は
よ

り
一
層
の
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
や
関
係
団
体
と
一
丸
と
な
り
、
創
意
工
夫

の
実
践
を
も
っ
て
人
口
減
少
の
流
れ
を
転
換
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
財
政
課　
☎
０
８
４
８・67・６
０
２
８

※
そ
の
他
は
、
利
子
割
交
付
金
、
配
当
割
交
付
金
、
株
式
等
譲
渡
所
得
割

交
付
金
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
、
自
動
車
取

得
税
交
付
金
、
地
方
特
例
交
付
金
、
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
で
す
。

※
そ
の
他
は
、
積
立
金
、
出
資
金
、
貸
付
金
、
繰
出
金
で
す
。

重
点
事
業
に
予
算
を
集
中
し
、最
大
の
効
果
を

三原市長　天満祥典

平成28年度
予算

問問い合わせ先
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し
い
三
原
を
つ
く
る
協
働
の
ま
ち

域
の
文
化
と
多
様
な
人
材
を
育
む
ま
ち

【
人
権・男
女
共
同
参
画
】

●
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
策
定
事
業

　

.............................

２
５
０
万
円

第
３
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン（
平
成
29

〜
33
年
）と
女
性
活
躍
推
進
法
の
市
推
進

計
画
を
策
定

　
今
年
度
に
実
施
す
る
重
点
施
策
と
予
算
に
つ
い
て
、長
期
総
合
計
画
で
掲
げ
る
５
つ
の
基

本
目
標
に
基
づ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
教
育
】

●
久
井
小
学
校
プ
ー
ル
整
備
設
計

　

...................................

２
９
０
万
円

簡
易
水
道
の
整
備
に
併
せ
、
久
井
小
学
校
に

プ
ー
ル
を
整
備
。
供
用
開
始
は
平
成
30
年
度

の
予
定

●
第
三
中
学
校
建
設
事
業

　
........................

２
億
２
，９
４
６
万
円

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
棟
の
建
設
、渡
り
廊
下・外
壁

な
ど
の
工
事
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
、
校
舎
解

体
工
事
な
ど
を
実
施

【
生
涯
学
習
、
文
化・ス
ポ
ー
ツ
】

● 

久
井
公
民
館・
久
井
歴
史
民
俗
資
料
館
移

転
事
業..............
２
億
６
，６
２
３
万
円

久
井
公
民
館
と
久
井
歴
史
民
俗
資
料
館
を
複

平
成
28
年
度 

重
点
施
策
と
予
算

【
元
気
な
地
域
】

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
管
理
事
業

　

........................

９
，３
１
５
万
円

老
朽
化
し
た
八
幡
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ム
を
旧
八
幡
小
学
校
へ
、
羽
倉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ム
を
旧
羽
倉
保
育
所
へ
そ
れ
ぞ

れ
機
能
移
転

●
空
き
家
活
用
検
討
事
業...

２
１
０
万
円

空
き
家
の
活
用
を
図
る
た
め
、
学
生
な
ど

の
居
住
ニ
ー
ズ
や
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
活
用
に

関
す
る
調
査
を
実
施

合
施
設
と
し
て
旧
久
井
小
学
校
へ
移
転

● 

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
運
営
費
補

助...........................

４
，２
６
５
万
円

中
国
地
方
で
開
催
さ
れ
る
高
校
総
体
で
、
中

央
森
林
公
園
を
会
場
に
行
わ
れ
る
自
転
車
競

技（
ロ
ー
ド
）の
大
会
運
営
を
支
援

【
歴
史・文
化
財
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
】

●
石
見
神
楽
公
演
の
開
催.............

70
万
円

平
成
29
年
度
に
開
催
す
る
雪
舟
サ
ミ
ッ
ト
三

原
大
会
の
事
前
行
事
と
し
て
石
見
神
楽
公
演

を
開
催

●
三
原
城
跡
周
辺
整
備
事
業

　

........................

１
億
３
，８
７
０
万
円

三
原
城
跡
周
辺
の
公
園
整
備
を
行
う
と
と
も

に
、
堀
の
水
質
向
上
の
た
め
天
主
台
堀
内
の

管
延
長
工
事
と
廃
棄
物
撤
去
工
事
を
実
施

新

地

▲ 牛市など、地域の歴史や文化、暮らしを伝
える久井歴史民俗資料館

▶ 

地
域
の
交
流
の
場
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ム
を
移
転
改
修

▲ 市内で増えている空き家を有効活用す
るための調査を実施（写真は市民団体
による古民家再生のようす）

▲ 公園整備や堀の水質浄化などで、三原城
跡周辺の魅力を向上
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●
新
庁
舎
建
設
事
業

　

....

２
億
８
，２
６
２
万
円

新
庁
舎
建
設
工
事
の
発
注
に

向
け
、
実
施
設
計
、
仮
庁
舎

と
仮
駐
車
場
の
整
備
、
議
会

棟
解
体
な
ど
の
工
事
を
実
施

●
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

　

...........

５
，７
１
６
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
に
か
か
る
事

務
を
民
間
委
託
す
る
な
ど
し

て
事
務
を
効
率
化
す
る
と
と

も
に
、
よ
り
魅
力
あ
る
情
報

を
全
国
に
発
信

【
子
ど
も・子
育
て
】

●
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

..............................

１
，１
０
４
万
円

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
相
談
や
育
児

支
援
を
切
れ
目
な
く
、
一
体
的
に
実
施
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
を
整
備

● 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運
営
事

業...........................

１
，３
２
０
万
円

親
子
や
保
護
者
同
士
の
触
れ
合
い
の
場
を
提

【
商
工
業・サ
ー
ビ
ス
業
】

●
本
郷
地
区
産
業
団
地（
仮
称
）整
備
事
業

　

........................

３
億
３
，４
０
０
万
円

企
業
誘
致
対
策
と
し
て
、
県
と
連
携
し
今
年

度
か
ら
約
５
カ
年
で
本
郷
町
船
木
に
本
郷
地

区
産
業
団
地（
仮
称
）を
整
備

●
商
店
街
振
興
事
業............

６
０
０
万
円

三
原
商
栄
会
連
合
会
と
大
規
模
小
売
店
舗
が

連
携
し
て
整
備
す
る
電
子
マ
ネ
ー
を
活
用
し

た
地
域
循
環
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ポ
イ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
発
行
を

支
援

【
農
林
水
産
業
】

●
離
島
活
性
化
交
付
金
事
業...

４
０
０
万
円

佐
木
島
か
ら
農
産
物
を
選
果
場
な
ど
へ
輸
送

す
る
た
め
の
海
上
輸
送
費
を
補
助

●
有
機
堆
肥
活
用
支
援
事
業...

１
６
４
万
円

良
質
な
農
産
物
の
生
産
を
推
進
す
る
た
め
、

堆
肥
購
入
費
用
を
補
助

●
新
規
需
要
米
等
生
産
拡
大
支
援
事
業

　

..............................

１
，５
６
０
万
円

米
粉
用
米
の
生
産・販
路
拡
大
を
図
る
た
め
、

企
業
誘
致
の
用
地
と
し
て
旧
神
田
小
学
校
体

育
館
な
ど
を
解
体

● 

非
農
業
者
を
対
象
と
し
た
イ
ノ
シ
シ
防
護

柵
等
設
置
費
補
助............

２
０
０
万
円

イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

町
内
会・自
治
会
な
ど
が
設
置
す
る
電
気
柵・

金
網
柵
な
ど
の
資
材
購
入
費
を
補
助

【
観
光・交
流
】

●
歴
史
館（
仮
称
）整
備
事
業

　

..............................

２
，０
０
０
万
円

ペ
ア
シ
テ
ィ
三
原
西
館
１
階
に
、
三
原
城
や

小
早
川
隆
景
な
ど
三
原
城
築
城
４
５
０
年
に

関
連
し
た
展
示・体
験
施
設
を
整
備

【
交
流・連
携
基
盤
】

● 

社
会
保
障・税
番
号
制
度（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
）事
業................

２
，９
０
０
万
円

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
各
種
証

明
書
を
コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
す
る
シ
ス
テ
ム
の

設
計・開
発
を
実
施

画の実現に向けて計

や
か
に
暮
ら
せ
る
人
に
優
し
い
ま
ち

健
様
な
産
業
と
多
彩
な
交
流
に
よ
る
活
力
あ
る
ま
ち

多

▶ 

市
役
所
本
庁
舎
を
現
在
地
で
建
て

替
え
る
た
め
、
実
施
設
計
や
仮
庁

舎
整
備
な
ど
に
着
手（
イ
ラ
ス
ト
は

完
成
イ
メ
ー
ジ
）

▲ 企業誘致対策として本郷地区産業団地
（仮称）が整備される本郷町船木の山林

▲ 農作物などへのイノシシ被害は田畑だ
けでなく、家庭菜園などまで拡大
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【
消
防・救
急
体
制
の
整
備
】

●
消
防
本
部（
署
）庁
舎
建
設
事
業

　

.......................

５
億
２
，４
２
０
万
円

防
災
拠
点
施
設
で
あ
る
消
防
庁
舎
の
機
能
を

維
持
し
、
災
害
時
の
消
防
力
の
確
保
を
図
る

た
め
、
宮
浦
一
丁
目
に
消
防
本
部（
署
）庁
舎

を
建
設
。
供
用
開
始
は
平
成
29
年
10
月
の
予

定●
消
防
署
久
井
出
張
所
建
設
事
業

　

.......................

１
億
８
，６
９
０
万
円

久
井
町
坂
井
原
に
消
防
署
久
井
出
張
所
を
建

設
し
、
高
規
格
救
急
車
な
ど
を
配
備
。
供
用

開
始
は
平
成
29
年
４
月
の
予
定

【
環
境
】

●
最
終
処
分
場
延
命
化
事
業

　

..............................

５
，４
１
６
万
円

清
掃
工
場
で
発
生
し
た
焼
却
灰
な
ど
を
県
環

境
保
全
公
社(

出
島
処
分
場)

へ
搬
出
し
て
処

分
し
、
最
終
処
分
場
を
延
命
化

【
生
活
基
盤
】

●
市
営
住
宅
整
備
事
業....

３
，４
０
０
万
円

市
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
補
修

工
事
や
耐
震
改
修
設
計
を
開
始

●
簡
易
水
道
事
業....
13
億
５
，５
５
５
万
円

久
井・
大
和
地
域
で
簡
易
水
道
の
整
備
を
推

進
。
大
和
地
域
で
一
部
供
用
開
始

供
す
る
と
と
も
に
、
未
就
学
児
を
対
象
に
育

児
相
談
や
有
料
の
一
時
預
か
り
を
実
施

●
不
妊
検
査
費
助
成
事
業............

35
万
円

夫
婦
で
不
妊
検
査
を
受
け
た
費
用
を
助
成

【
健
康・医
療
】

●
薬
局
で
の
糖
尿
病
検
査
事
業

　

...................................

２
０
６
万
円

薬
局
で
糖
尿
病
リ
ス
ク
測
定
を
行
い
、
薬
剤

師
に
よ
る
結
果
説
明
や
特
定
健
診
の
受
診
を

勧
奨

● 

適
正
塩
分
量
推
進
事
業・
糖
尿
病
性
腎
症

重
症
化
予
防
事
業............

４
０
０
万
円

特
定
健
診
の
検
査
項
目
に
、
塩
分
推
定
量
検

査
と
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査
を
追
加
し
、

異
常
高
値
の
人
に
保
健
指
導
や
受
診
を
勧
奨

●
周
産
期
医
療
体
制
継
続
等
支
援
事
業

　

...................................

７
７
２
万
円

市
内
の
産
科
医
療
体
制
の
維
持
継
続
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
補
助

【
福
祉・介
護
】

●
介
護
職
員
等
研
修
支
援
事
業

　

...................................

３
０
０
万
円

介
護
職
員
の
人
材
確
保
と
資
質
向
上
、
離
職

防
止
を
図
る
た
め
、
資
格
取
得
者
に
受
講
料

を
助
成

●
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

........................

４
億
６
，９
０
０
万
円

賃
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
所
得
の
高

齢
者
な
ど
を
支
援

心
し
て
快
適
・
安
全
に
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

安

▲ 防災・消防力を確保するため新しい消防本部
（署）庁舎を建設

▲ 親子の触れ合いや育児相談の場となる子育てサ
ポートステーションで子育て世代を支援

▲ 最終処分場を延命化するため、ごみの焼却
灰などを県の処分場へ搬出

▶ 

糖
尿
病
の
予
防・
早
期
発
見
の
た
め
、
薬

局
で
リ
ス
ク
測
定
と
薬
剤
師
に
よ
る
結
果

説
明
を
実
施
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▲アユの放流体験▲算数の授業▲社会見学

   

開
校
ま
で
の
準
備

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
、
新
し
い
学
校

で
の
生
活
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
昨
年
度

か
ら
各
校
で
指
導
方
法
を
擦
り
合
わ
せ
た
り
、

合
同
行
事
を
行
な
っ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

伝
統
と
未
来
を
つ
な
ぐ 

新
し
い
学
び
舎 

本
郷
西
小
学
校
が
開
校
し
ま
す

　
地
域
に
支
え
ら
れ
、
見
守
ら
れ
な
が
ら
月
日
を
重
ね
て
き
た
船
木・北
方・南
方
小
学
校
。
そ
の

伝
統
や
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の
人
た
ち
が
結
ん
で
来
た
絆
は
新
し
い
学
び
舎
へ
と
受
け
継
が
れ
、

今
月
か
ら
本
郷
西
小
学
校
と
し
て
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

本
郷
西
小
学
校　
校
歌

一　
緑　
深
き　
高
山
に

　
　
明
る
い　
あ
い
さ
つ　
こ
だ
ま
す
る

　
　
自
然
あ
ふ
れ
る　
学
び
舎
で

　
　
き
ら
き
ら　
ひ
と
み　
か
が
や
か
せ

　
　
笑
顔
で　
学
ぼ
う　
本
郷
西
小

二　
流
れ　
清
き　
沼
田
川
は

　
　
願
い
を　
抱
い
て　
ど
こ
ま
で
も　
　

　
　
ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る　
学
び
舎
で

　
　
心
と　
か
ら
だ　
磨
き
あ
う　
　
　
　

　
　
元
気
で　
伸
び
よ
う　
本
郷
西
小

三　
歴
史　
き
ら
め
く　
ふ
る
さ
と
の

　
　
文
化　
伝
統　
う
け
つ
ご
う

　
　
光
あ
ふ
れ
る　
学
び
舎
で

　
　
夢
と　
希
望
を　
語
り
あ
う

　
　
未
来
へ　
は
ば
た
く　
本
郷
西
小

豊かな心

確かな学力

健やかな体
恵まれた自然で各校が行なっ
てきた活動を発展させ、感性
豊かな子どもを育てます

読書や調べ学習ができる空間を整
え、授業以外にも反復学習の時間を
設けるなど、基礎学力の定着を図り
ます

広いグラウンドや体力づくり
に効果的な遊具を授業や休
憩時間に活用し、健やかな体
を養います

問
教
育
振
興
課　
☎
０
８
４
８・67・６
１
５
２

　
学
校
教
育
課　
☎
０
８
４
８・67・６
１
５
５



問問い合わせ先

　作詞・作曲を担当したのは、本郷町の元音楽科教
師 西原一滿さんです。「豊かな自然や新しい校舎で過
ごす子どもたちの姿を、覚えやすいメロディーに乗
せました。元気よく歌ってほしいです」と言います。
　体育館に掲げられる歌詞を筆で書いた千田 菜々子
さん（当時は本郷中学３年生）は、「歌い継がれていく
校歌を書けて光栄です。学校生活を楽しく送る力に
なれば」と、一文字一文字に願いを込めました。

　デザイナーの岡本博実さんの指導のもと、本郷中
学校総合文化部の生徒がデザインしました。本郷を
象徴するさまざまなキーワードからデザインを発想
するという手法で取り組んだ生徒は、「全員で協力し
て考えた校章が、学校のしるしとして使われるのは
誇らしいです」と声を揃えます。
　岡本さんも「若いアイデアが生かされ、新しい学校
にふさわしい新鮮な校章になりました」と振り返ります。

　本郷町の豊かな自然と３校が一体になることを、
花びら・葉・鳥が重なるデザインで表現。のびやかな
曲線には、子どもたちに優しい心でのびのびと成長
してほしいという願いが込められています。
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本郷中学校総合文化部の皆さんと
　　  岡

おかもと

本博
ひろ

実
み
さん（写真の最後列）

◀  

広
い
中
庭

◀ 

情
報
セ
ン
タ
ー

◀   

多
目
的
ホ
ー
ル 作詞・作曲

西
にしはら

原一
かず

滿
ま
さん

毛筆で清書した
千
せん

田
だ

 菜
な な こ

々子さん

  
学
校
教
育
目
標

夢
と
志
を
も
ち
　

た
く
ま
し
く
生
き
る

子
ど
も
の
育
成

　
自
分
の
夢
や
目
標
に
向
か
っ
て

積
極
的
に
学
び
考
え
る
子
ど
も
、

心
も
体
も
た
く
ま
し
い
子
ど
も
、

地
域
が
大
好
き
な
子
ど
も
を
育
成

し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
学
力
定
着
を
図

れ
る
環
境
を
整
え
、
家
庭・
地
域

か
ら
信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
学
校

を
め
ざ
し
ま
す
。

　
校
舎
は
、
旧
南
方
小
学
校
を
改
修
し
、
新

た
に
教
室
棟
を
増
設
し
ま
し
た
。
外
観
は
ク

リ
ー
ム
色
を
基
調
と
し
た
外
壁
や
赤
い
屋
根

で
、
小
学
校
ら
し
い
温
か
さ
と
優
し
さ
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。　
　
　

　
図
書
室
と
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
一
体
と
な
っ

た
情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
読
書
や
調
べ
学

習
、
自
主
勉
強
が
で
き
る
学
び
の
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
ま
し
た
。

　
旧
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
多
目
的
ホ
ー
ル
に
改

修
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
冷
暖
房
を
備
え

ま
し
た
。
集
会
や
学
年
間
交
流
な
ど
子
ど
も

た
ち
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
交
流
の
場
と
し
て
も
活
用
で
き

る
空
間
に
し
ま
し
た
。

校 章

校 歌

校
舎
の
紹
介
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明治３年 郁
いくぶんしゃ
文舎として創立 船木小学校

　
先
月
20
日
、本
郷
の
船
木
小
学
校・北
方
小
学
校・南
方
小
学
校
で
閉
校
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
校
旗
が
返
納
さ
れ
、
３
校
は
在
校
生
や
卒
業
生
、
地
域
の
人
た

ち
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
長
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　
閉
校
記
念
行
事
で
は
、
出
席
者
全
員
に
よ
る
人
文
字
の
撮
影（
船
木
小
）、
在
校
生
数

に
ち
な
ん
だ
長
さ
27
ｍ
の
巻
き
寿
司
作
り（
北
方
小
）、地
域
の
人
と
練
習
を
重
ね
て
き

た
和
太
鼓
演
奏（
南
方
小
）な
ど
が
行
な
わ
れ
、参
加
者
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
学

校
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　
慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
舎
で
過
ご
し
た
思
い
出
や
育
ん
だ
絆
は
、こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

未
来
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
。

「
あ
り
が
と
う
」こ
れ
ま
で
も
、

　
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
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明治６年 惜
せきいんしゃ
陰舎として創立

明治６年 明
めいぜんかん
膳館として創立

南方小学校
北方小学校
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市政フラッシュ

し
ま
な
み
信
金
と

地
方
創
生
で
提
携

市
政
懇
談
会
で

重
点
施
策
を
説
明

を
生
か
し
、産
業
振
興
や
中
小
企
業
の
支
援
、

地
域
活
性
化
、子
育
て・学
校
教
育
活
動
の
支

援
な
ど
の
分
野
で
連
携
、
平
成
31
年
度
ま
で

の
５
カ
年
で
協
力
し
て
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
同
信
金
の
出い
ず
も雲 

智さ
と
し

理
事
長
は「
地
域
密

着
型
の
金
融
機
関
と
い
う
強
み
を
生
か
し
、

地
方
創
生
に
協
力
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
市
は
先
月
３
日
、
し
ま
な
み
信
用
金
庫
と

地
方
創
生
に
か
か
る
施
策
や
事
業
で
協
力
す

る
包
括
提
携
を
結
び
ま
し
た
。

　
市
と
同
信
金
が
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
や
経
験

　
市
は
２
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
、
旧
三

原・
本
郷・
久
井・
大
和
地
域
の
市
内
４
カ
所

で
市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
市
の
重
点
施
策
と
し
て
観

光
振
興
を
目
的
と
し
た
瀬
戸
内
三
原 

築
城

４
５
０
年
事
業
、
人
口
の
現
状
分
析
か
ら
活

性
化
の
た
め
の
施
策
を
ま
と
め
た
人
口
ビ
ジ

ョ
ン･

総
合
戦
略
、市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
計

消
防
署
大
和
出
張
所
に

新
型
救
急
車
を
配
備

た
署
員
も
41
人
い
ま
す
。
救
急
車
の
出
動
件

数
は
年
間
約
５
千
件
で
、
救
急
救
命
活
動
に

よ
り
多
く
の
命
が
救
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
消
防
で
は
、
１
人
で
も
多
く
の
命
を
救

う
た
め
、
救
急
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　市としまなみ信金、指定管理者が
連携し、市民の皆さんの健康づくり
を応援する金融商品を発売しました。
商�品名　ファミリーサポート定期積

金「あんしん（安診）」
内�　容　毎月積み立てを行う商品で、

次の特典があります
①�24時間電話健康相談サービスが利

用可能
②�健康診断などを受診すれば、抽選

で国内テーマパークのペアチケッ

トが当たる
③�リージョンプ

ラザの温水プー
ルかトレーニン
グ 室 の １回 無
料利用券、または北方グラウンド・
ゴルフ場の半日無料利用券付き

※②③は市内在住・在勤の人が対象。
上限額に達し次第、販売を終了します。
問�い合わせ先　しまなみ信用金庫
　（☎0848・62・7113）

　
市
は
、
消
防
署
大
和
出
張
所
に
新
型
の
高

規
格
救
急
車
を
配
備
し
、
先
月
15
日
に
消
防

本
部
で
就
役
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
高
規
格
救
急
車
は
、
高
度
な
医
療
行
為
が

行
え
る
資
機
材
を
積
載
し
た
救
急
車
で
す
。

新
車
両
に
は
、
血
糖
値
測
定
器
や
呼
吸
の
な

い
患
者
へ
空
気
の
通
り
道
を
確
保
す
る
資
機

材
な
ど
、
最
新
の
医
療
機
器
を
積
載
し
て
い

ま
す
。

　
救
急
車
に
は
救
急
救
命
士
の
資
格
を
持
っ

た
隊
員
が
同
乗
し
、
救
急
現
場
や
搬
送
中
の

車
内
で
、
患
者
へ
救
命
処
置
を
施
し
て
い
ま

す
。
近
年
、
法
改
正
に
よ
り
救
急
救
命
士
が

施
せ
る
医
療
行
為
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
そ

れ
に
併
せ
て
救
急
車
に
も
高
度
な
設
備
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
消
防
署
に
は
高
規
格
救
急
車
８

台
を
配
備
し
、
救
急
救
命
士
の
資
格
を
持
っ

画
の
３
事
業
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
出
席
し
た
地
区
の
代
表
者
か
ら

の
質
問
を
受
け
、
少
子
高
齢
化
や
農
作
物
へ

の
イ
ノ
シ
シ
被
害
、
空
き
家
問
題
と
い
っ
た

地
域
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

天
満
祥
典
市
長
は「
住
民
と
連
携
し
、課
題
を

解
決
し
た
い
」と
答
え
ま
し
た
。

　
懇
親
会
で
い
た
だ
い
た
意
見
や
要
望
は
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

健康をサポートする定期積金を発売包括提携第１弾問
経
営
企
画
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
２
７
０

問
総
務
広
報
課

　
☎
０
８
４
８・67・６
０
０
７

問
消
防
本
部
警
防
課

　
☎
０
８
４
８・64・５
９
２
４

�問い合わせ先

▲�地区代表者からの質問に
答える天満祥典市長

▲�握手するしまなみ信金の出雲 智
理事長（左）と天満市長

▲�高度な医療行為を行える資機材
を備えた高規格救急車
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問問い合わせ先

出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
三
原

  
市
民
の
皆
さ
ん
の〝
お
宝
〞を
大
募
集

瀬
戸
内
三
原 

築
城
４
５
０
年
記
念
事
業

ウ
エ
ス
タ
ン・リ
ー
グ　

カ
ー
プ
公
式
戦
を
開
催
し
ま
す

プ
ロ
野
球
ウ
エ
ス
タ
ン・リ
ー
グ
公
式
戦

「
広
島
東
洋
カ
ー
プ
　
対
　
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
」

と 

き　
５
月
15
日（
日
） 

12
時
30
分
試
合
開
始

と 

こ
ろ　
や
ま
み
三
原

運
動
公
園　
や
ま
み

三
原
市
民
球
場

入 

場
料　
内
野
メ
イ
ン

ス
タ
ン
ド：１
，０
０

０
円・
サ
ブ
ス
タ
ン

ド：５
０
０
円
、外
野

芝
生
席：３
０
０
円

販 

売
期
間　
４
月
６
日

（
水
）〜
５
月
11
日（
水
）

販 

売
場
所　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課・

や
ま
み
三
原
運
動
公
園・
中
央

公
民
館・
各
文
化
セ
ン
タ
ー・

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ・
う
き
し

ろ
ロ
ビ
ー

会
場
周
辺
の
飲
食
出
店
者
を
募
集

募
集
区
画
数　
20
区
画

出 

店
料　
１
区
画（
約
３
ｍ
×
３
ｍ
） 

１
万
円

受 

付
期
間　
４
月
１
日（
金
）〜
４
月
20
日（
水
）

申 

し
込
み　
申
請
書（
提
出
先
に
用
意
）を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

　
個
人
が
所
有
し
て
い
る「
お
宝
」を
専
門

家
が
鑑
定
し
て
値
段
を
付
け
る
人
気
鑑
定

バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定

団
」の「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
」コ
ー

ナ
ー
が
三
原
に
や
っ
て
来
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
も
自
慢
の
お
宝
を
専
門
家
に
鑑
定

し
て
も
ら
い
ま
せ
ん
か
。

収 

録
日
時　
７
月
24
日（
日
）13
時
30
分
〜

15
時
30
分（
予
定
）

収 

録
場
所　
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー 

ポ
ポ
ロ

応 

募
方
法　
５
月
16
日（
月
）（
必
着
）ま
で

に
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で
鑑
定
依
頼
品

の
写
真
と
申
込
書（
提
出
先
、
各
支
所
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
用
意
）を「
出

　

 

張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
三
原
」お
宝
係（
瀬
戸
内
三
原 

築
城
４
５

０
年
事
業
推
進
協
議
会
〒
723- 

0014
城
町
一
丁
目
２
番
１
号
）へ

応
募
要
件

・
収
録
に
参
加
し
、
テ
レ
ビ
出
演
で
き
る
人
に
限
り
ま
す

・ 

１
人
何
点
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
申
込
書
は
鑑
定
依
頼
品
１
点
に
つ

き
１
枚
必
要
で
す

・  

古
物
売
買
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん

結 

果
の
通
知　
採
用
の
可
能
性
が
あ
る
人
に
は
番
組
か
ら
個
別
に
連
絡

し
ま
す

公
開
収
録
観
覧
者
の
募
集

応 

募
方
法　
６
月
17
日（
金
）（
必
着
）ま

で
に
往
復
は
が
き
で

※
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

※
当
選
は
が
き
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で

入
場
で
き
ま
す
。

※
当
選
者
に
は
７
月
上
旬
ま
で
に
返
信

は
が
き
で
連
絡
し
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
城
町
庁
舎
２
階
）

　
☎
０
８
４
８・64・７
２
１
９

往信

往信（表） 返信（裏） 返信（表） 往信（裏）

返信
三
原
市
城
町
一
丁
目
２
番
１
号

築
城
４
５
０
年
事
業
推
進
協
議
会

「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団

　
in
三
原
」
観
覧
係

応
募
者
の
住
所

応
募
者
の
名
前  

様

①観覧希望者
　の名前
　（2人まで）
②住所
③電話番号

52 527230014

問
築
城
４
５
０
年
事
業
推
進
担
当
室

　
☎
０
８
４
８・61・０
４
５
０

記入例



14平成 28 年 4 月号 広報みはら

お知らせ拡大版

年金生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け）の
申請を受け付けます

国民健康保険・後期高齢者医療制度からのお知らせ

　所得の低い高齢者を対象に年金生活者等支援臨時福祉給付金を支給します。
　給付金の受け取りには申請が必要です。
受付期間　４月20日（水）～７月29日（金）9時～17時
受付場所　市役所本庁１階臨時受付窓口、各支所
支給対象者　平成27年度の臨時福祉給付金支給対象者のうち、平成28年度中に65歳以上になる人
 ※対象となる可能性がある人には４月20日までに申請書を郵送します。
申請方法　窓口での手続き、郵送
支給額　支給対象者１人につき３万円（支給は１回のみ）
 ※給付金を装った振り込め詐欺や個人情報の不正取得に注意してください。

●入院時の食事代が変わりました
　入院と在宅療養の負担の公平を図るため、入院時の食事代の標準負担額が変更されます。

●後期高齢者医療制度　平成28・29年度の保険料が変わりました
　保険料は広島県後期高齢者医療広域連合で２年ごとに見直しています。保険料は被保険者一人ひとりが平等
に負担する「均等割額」と所得に応じて負担する「所得割額」を合計して、個人単位で算出されます。

※１　平成27年中の総所得額などから基礎控除（33万円）を差し引いたものです。
※２　所得の低い人などは保険料が軽減される場合があります。

保険料額の決定通知　７月中旬に保険料額決定通知書（納付書）を送付します　

問保険医療課（被保険者証・減額認定証について）　☎0848・67・6056
　市民税課（保険料について）　☎0848・67・6031

問給付金担当窓口（15日以降はコールセンター）　☎0848・36・5554

これまで 平成28年度 平成30年度
市民税課税世帯 260円 360円 460円
市民税
非課税
世帯

低所得者Ⅱ 過去12カ月の
入院日数

90日までの入院 210円
据え置き90日を超える入院 160円

低所得者Ⅰ 100円
※市民税非課税世帯の人は保険医療課で「限度額適用・標準負担額減額認定証」の申請が必要
です。
※入院が90日を超える場合は、長期入院該当の申請が必要です。
※指定難病患者・小児慢性特定疾病患者などは据え置かれます。

一人ひとりが平等に負担する
  均等割額　44,795円

所得に応じて負担する
  所得割額　所得※１×8.97％
　　　　　　　　　　　　　　（保険料率）

年間保険料

＋
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�問い合わせ先

問生活環境課　☎0848・67・6178

犬の登録と狂犬病の予防注射を実施します
用意する物　通知はがき、または鑑札など登録番号の分かる物
料　金　

▲

新たに登録をする人　6,050円（登録手数料3,000円＋注射代2,500円＋注射済票交付手数料550円）
　　　　

▲

すでに登録をしている人　3,050円（注射代2,500円＋注射済票交付手数料550円）
※犬が妊娠中や病気などで、注射を受けるのが難しいときは、かかりつけの獣医師に相談してください。
※市外の動物病院などで注射を受けたときは、注射済証明書を用意し、生活環境課または各支所地域振興課で
注射済票の交付（手数料550円）を必ず受けてください。

と　き と　　こ　　ろ 時　間

４月６日
（水） 本 　 郷

日名内上・吉田宅付近 8:50～ 8:55
尾原南方小学校跡地 9:05～ 9:10
松原桃源会館 9:20～ 9:25
見川団地（灰谷鉄工所前空き地） 9:35～ 9:45
本谷集会所 10:00～ 10:05
北方コミュニティセンター 10:15～ 10:25
常徳寺前 10:35～ 10:45
免開集会所 11:15～ 11:25
亀津橋付近（県道側） 11:35～ 11:40
船木コミュニティセンター 11:50～ 12:00
農協菅出張所跡地 12:10～ 12:15

４月７日
（木） 本 　 郷

木々津沖団地（あおぞら公園付近） 8:50～ 9:00
三百粒良集会所 9:10～ 9:20
東本通（元岡石油下公園） 9:30～ 9:40
本郷中学校グラウンド前 9:55～ 10:05
本郷福祉センター大駐車場 10:15～ 10:25
城山団地（中岡集会所） 10:35～ 10:45
本郷保健福祉センター 11:00～ 11:10
本郷生涯学習センター駐車場 11:20～ 11:30
本郷支所駐車場付近 11:40～ 11:50

４月12日
（火）

八 幡 町

垣内・八幡農産物加工施設 9:00～ 9:05
垣内集会所 9:15～ 9:20
篝集会所 9:30～ 9:35
八幡町民会館（八幡町コミュニティホーム） 9:45～ 9:50
旧農協美生倉庫（美生消防屯所前）10:00～ 10:05
本庄公会堂 10:15～ 10:20

深 　 町
深下組バス停 11:20～ 11:25
深町民会館（深町コミュニティホーム）11:35～ 11:45
深町上組公民館駐車場 11:55～ 12:00

４月13日
（水）

新 倉 新倉ハイツ前バス停西側 8:50～ 9:00
頼 兼 頼兼町内会集会所 9:10～ 9:15

宮 浦
宮浦コミュニティセンター 9:25～ 9:35
宮浦第一公園 9:45～ 9:50
宮浦公園駐車場（宮浦浄水場北） 10:00～ 10:05

西 町 西町公園 10:15～ 10:20
本 町 宗光寺付近 10:30～ 10:40

中 之 町
中之町コミュニティセンター 11:00～ 11:10
市営干川住宅集会所 11:20～ 11:30
中之町上公民館 11:40～ 12:00

４月14日
（木）

糸 　 崎 三菱広友社宅集会所北公園 8:50～ 9:05
糸崎コミュニティセンター 9:15～ 9:25

木 　 原
赤石公民館 9:35～ 9:40
上福地バス停 9:50～ 9:55
木原公民館（木原町コミュニティホーム） 10:05～ 10:10

糸 崎 松浜東児童遊園 10:25～ 10:35
東 町 東町第一公園 10:55～ 11:05
明 神 明神会館 11:25～ 11:35
青 葉 台 青葉台第一公園（テニスコート） 11:45～ 11:55

４月15日
（金）

幸 崎

久津公民館 9:00～ 9:05
スーパーアカネコ駐車場 9:15～ 9:20
平原公民館 9:30～ 9:35
渡瀬公会堂付近 9:45～ 9:50
幸崎コミュニティセンター 10:00～ 10:05
宇和島公会堂 10:15～ 10:20
久和喜消防屯所 10:30～ 10:40

須 波
ハイツ中央公園 10:55～ 11:05
ハイツ第一児童遊園（寿波苑横） 11:15～ 11:20
須波西町公民館 11:30～ 11:40

和 田 旧和田保育所前 11:50～ 12:00

４月18日
（月）

小 泉 町
甲原・中宅前 9:00～ 9:05
小泉町民会館 9:15～ 9:20
玉城口バス停付近 9:30～ 9:35

沼田東町

やまみ三原運動公園第４駐車場 9:45～ 9:50
釜山公民館（消防屯所前） 10:00～ 10:05
自由ヶ丘くすの木団地中央公園 10:15～ 10:20
末光農業機械利用組合倉庫前 10:30～ 10:35
ダイヤハイツ集会所 10:45～ 10:55
ＪＡ三原三原西支店 11:05～ 11:10
本市公民館 11:20～ 11:25
納所三和公民館 11:40～ 11:50
両名団地集会所 12:00～ 12:05

と　き と　　こ　　ろ 時　間

４月19日
（火）

小 坂 町 小坂町民会館（小坂町コミュニティホーム） 9:00～ 9:05
小坂団地入口（神社下バス停付近） 9:15～ 9:20

沼 田 沼田小学校前 9:35～ 9:40
沼田消防格納庫付近 9:50～ 9:55

西 野 小西公民館 10:05～ 10:15
大西公園 10:25～ 10:35

西 宮 旧派出所付近（西小学校北） 10:50～ 11:00
皆 実 皆実第二児童公園 11:10～ 11:15

皆実東公園（商工会議所東） 11:25～ 11:30

４月20日
（水）

高 坂 町

高坂自然休養村管理センター 9:10～ 9:15
馬井谷公民館 9:25～ 9:30
許山公民館 9:40～ 9:45
旧農協高坂支所 9:55～ 10:00
高坂町文化センター 10:10～ 10:15

沼田西町
小原公民館 10:30～ 10:35
松江四ツ堂（松江中バス停付近） 10:45～ 10:50
沼泉町民会館（沼田西・小泉町コミュニティホーム） 11:00～ 11:05

長 谷 人権文化センター 11:20～ 11:30
宗 郷 江南西児童公園 11:45～ 11:50

４月21日
（木） 鷺 浦 町

向田公民館 10:20～ 10:30
JA三原鷺浦営農生活センター 10:50～ 11:00
JA三原鷺浦出張所 11:10～ 11:20

４月26日
（火） 久 井 町

江木市原停留所付近 9:00～ 9:05
高杉神社南側杉原宅付近 9:15～ 9:20
吉田コミュニティホーム前 9:30～ 9:40
行広集会所前 9:50～ 9:55
井々出片山宅付近 10:05～ 10:10
サンタウン駐車場 10:20～ 10:30
下津コミュニティホーム前 10:40～ 10:45
農事組合法人おおしも倉庫付近 10:55～ 11:00
久井保健福祉センター前 11:10～ 11:20
和草コミュニティホーム（和草集会所横） 11:30～ 11:35
泉コミュニティホーム（西田記念館前）11:45～ 12:00

４月27日
（水） 久 井 町

久井運動公園駐車場 9:00～ 9:05
ＪＡ三原久井中央支店前 9:15～ 9:20
猫谷中田作業場前 9:30～ 9:40
法林寺付近 9:50～ 9:55
旧ＪＡ三原中野出張所付近 10:05～ 10:15
沖谷平野宅付近 10:25～ 10:30
坂井原下谷橋付近 10:40～ 10:45
坂井原絹掛荘付近 10:55～ 11:00
旧ＪＡ三原坂井原倉庫前 11:10～ 11:15
たかば会館駐車場 11:25～ 11:35
土取コミュニティホーム前 11:45～ 11:50

５月10日
（火） 大 和 町

津久中央多目的集会所 9:00～ 9:15
元広島製油倉庫前 9:25～ 9:40
後谷コミュニティホーム 9:50～ 10:00
福田生活改善センター 10:10～ 10:20
萩原中央倉庫 10:30～ 10:40
篠コミュニティホーム 10:50～ 11:00
蔵宗多目的集会所 11:10～ 11:20
黒谷コミュニティホーム 11:30～ 11:40

５月11日
（水） 大 和 町

細倉庫 9:00～ 9:10
大草公民館 9:20～ 9:30
河頭生活改善センター 9:40～ 9:50
広石倉庫 10:00～ 10:10
別所コミュニティホーム 10:20～ 10:30
多田コミュニティホーム 10:40～ 10:50
平坂コミュニティホーム 11:00～ 11:10
下福田コミュニティホーム 11:20～ 11:30
行広コミュニティホーム 11:40～ 11:50

５月12日
（木） 大 和 町

大具３区コミュニティホーム 9:00～ 9:10
和木公民館 9:20～ 9:35
椹梨公民館 9:45～ 10:00
椋梨上倉庫 10:10～ 10:20
草井公会堂 10:30～ 10:40
大具倉庫 10:50～ 11:00
末貞住田商店前 11:10～ 11:20
大和支所 11:30～ 11:40
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募集しています

三原ふるさと子ども博士講座（第５期）の受講生
期　間　５月15日（日）～12月３日（土）（全７回）
内�　容　市の歴史や自然、産業などを体験学習し、次

世代を担う子どもたちの郷土愛を育む連続講座
対　象　市内在住の小学３～６年生
※過去受講した人は申し込みできません。
定　員　40人（多数の場合は抽選）
参加費　1,000円（全７回分）
※第５回講座は別途、食材費300円が必要です。
※講座によっては弁当が必要です。
申�し込み　４月20日（水）（消印有効）までに、持参、

郵送またはファクスで申込書（城町庁舎、中央公民
館、各文化センターなどに用意）を生涯学習課（中
央公民館内〒723-0015円一町二丁目３番１号☎
0848・64・2137�℻ 0848・64・0137）へ

※日程は変更する場合があります。※３・４・５の講座はバスで移動します。

※開講日は変更になることがあります。

と　き 内　容 ところ

１ ５月15日（日）
10:00～16:00

みたか にいたか　戦国時代にタイムスリップ！
～中世の山城体験をしよう～

本郷生涯学習センター、
新高山城跡

２ ６月４日（土）
9:30～16:00

見て！踊って♪体験して！
～下水道公社の見学・やっさ踊り体験・消火活動体験～

県下水道公社三原支所、
中央公民館、消防署

３ ６月18日（土）
9:00～16:00

育てる漁業「栽培漁業」と海辺教室で豊かな海を知ろう！
～稚魚放流と海辺の生き物観察～

県栽培漁業センター、
能地漁港、久和喜海岸

４ ７月26日（火）
9:30～16:30

驚き！！バックステージ・きれいな水から生まれる酢・巨大錦鯉
～ポポロの舞台裏と大和の企業を間近で見よう～

芸術文化センター ポポロ、
お多福醸造、阪井養魚場

５ ９月10日（土）
9:00～17:00

三原市最高峰！宇根山でデイキャンプ☆天文台見学
～野外クッキングと天体観測を体験しよう～

宇根山家族旅行村、
宇根山天文台

６ 10月10日（月・祝）
13:00～16:00

ようこそ先輩！絵本作家 永
なが

井
い

郁
いく

子
こ

さん
～永井先生と絵本をつくろう！～ 中央公民館

７ 12月３日（土）
9:30～11:30

第５期 三原ふるさと子ども博士誕生！
～認定証授与と学習成果の発表・報告～ 本郷生涯学習センター

若者教養講座の受講生 宇根山天文台
予約して利用しませんかと　き　５月～来年２月の月２回

※時間はいずれも19時～21時。
ところ　リージョンプラザ２階
対�　象　市内・近郊に在住・在勤で、昭和51年

４月２日～平成10年４月１日生まれの人
受講料　年間3,000円＋実費
申し込み　生涯学習課（☎0848・64・2137）へ

　宇根山天文台が予約利用できるようになりました。
　グループや家族での自然学習にご利用ください。
通常開館　土曜日（昼間・夜間）、日曜日・祝日（昼間のみ）
※昼間は10時～17時、夜間は18時～22時。
予約による開館　３日前までに電話で生涯学習課へ
※予約できる時間は10時～22時の間です。
入�館料　310円、中高生210円、小学生100円、小学生

未満無料
天体望遠鏡延長接眼装置を導入
　60cm反射望遠鏡に子どもも安全
に観測できる延長接眼装置（バリアフ
リーフォーカサー）を導入しました。

講座名 開講日（曜日） 定　員 実　費
生花（池坊） 第１・３（水） 20人 １回1,000円

ヨーガ 第２・４（火） 40人 なし
茶道 第２・４（金） 10人 年間5,000円

問�生涯学習課　☎0848・64・2137
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�問い合わせ先

と　き　８月４日（木）～８月９日（火）（予定）
※５月〜７月の土・日曜日に10回程度の事前学習。
訪問地　シンガポール
内�　容　現地の中学校との交流、ホームステイなど
対　象　市内在住の中学２年生
※事前研修の受講とシンガポール中学生のホームス
テイ（2泊3日、5月27日（金）〜29日（日））の受け入れ
が必要です。
定　員　14人（男子６人・女子８人）
※同一校からは原則３人まで。
選�考方法　作文・面接など

　設立後間もない市民団体、農業体験を行う市民団体の活動を支援するため、補助金を交付します。

補助事業 市民活動団体育成事業 農業体験交流事業

対象となる活動 公益性・創造性・実効性の高い社会貢献活動 農林水産業への理解を深め、農林水産業者
などと交流する体験イベント

交付要件

設立後５年以内で、応募の手引きに記載し
ている要件を満たすこと
※応募の手引きは地域調整課、各支所、市
ホームページに用意。

�営利を主目的としないこと　
��農林水産物の加工体験をする場合、主原

料が市内産であること など

助成額 上限５万円（１団体につき２回まで） 上限５万円

申請方法
※申請書は提出先、市ホー
ムページに用意。

28日（木）（必着）までに申請書、団体規約・
会則、団体名簿などを地域調整課または各
支所へ

申請書を随時、農林水産課へ

申請・問い合わせ先 地域調整課（市役所本庁３階）
☎0848・67・6184

農林水産課（市役所本庁５階）　
☎0848・67・6077

意�見を募集する計画　三原市一般廃棄物処理基本計画
計�画の概要　ごみの処理方法や減量化、再資源化の

ための施策や目標値、生活排水の処理など
計画の公表と意見の提出期限　22日（金）まで
計�画の公表場所　環境管理課、情報公開コーナー（市

役所本庁３階）、各支所、市ホームページ
意�見を提出できる人　市内在住・在勤・在学の人、市

内に事業所がある個人・法人

少年少女海外研修交流の参加者

市民団体の活動を応援します

パブリックコメント（市民意見公募）
一般廃棄物処理基本計画（改定案）への意見を募集

参加費　９万円程度
申�し込み　４月14日（木）（必着）までに、持参または

郵送で申込書（生涯学習課、市ホームページに用意）
を、少年少女海外研修交流実行委員会（生涯学習課
内〒723-0015円一町二丁目3番1号☎0848・64・
2137）へ

意�見の提出方法　持参、郵送、ファクスまたはEメー
ルで意見書（各公表場所、市ホームページに用意）を
環境管理課（〒723-0016宮沖五丁目5番10号☎08 
48・63・1210�℻ 0848・67・6069  kankyokanri@
city.mihara.hiroshima.jp）、または各支所へ

※意見に対する個別の回答は行いません。市ホーム
ページなどで、提出された意見と市の考え方をまと
めて公表します。
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募集しています�問い合わせ先

と�　き　29日（金・祝） 14時～16時
ところ　市民福祉会館５階　大会議室
演題／講師
①三原市のがん検診の取り組み/市保健福祉課
②�PET-CT検査のお話し／三原市医師会病院副院長 

奥崎 健さん
③�低線量CT検診で肺がんの死亡率は減少します！
　／広島大学大学院教授 粟井和夫さん

　市では７月から、少子化対策の一
環として、不妊検査費用の一部を補
助します。
対�象者　４月以降にともに不妊検査

を始め、次の両方に該当する夫婦
��申請日に市内に住民登録している

こと
��検査時に妻の年齢が35歳以上40歳未満であること
※35歳未満を対象とした補助事業は広島県が実施し
ています。詳しくは県子育て・少子対策課（☎082・
513・3175）に問い合わせてください。
助�成額　自己負担額の２分の１（上限５万円、千円未

満切り捨て）

対　象　平成28年５月１日現在で65歳未満の人
選考方法　書類審査・面接
申�し込み　４月15日（金）までに、履歴書と応募資格

④�最新の肺がん治療について／広島大学教授 岡田守
人さん

※講演終了後、PET-CT検査・肺低線量ＣＴ検査など
についての個別相談（若干名）ができます。
定　員　200人（申し込み先着順）
申�し込み先　保健福祉課（☎0848・67・6053 0848 

・67・5934）

助成回数　１夫婦につき１回
申�請方法　７月１日（金）から、持参または郵送で申

込書（提出先、市ホームページに用意）に必要書類
を添え、保健福祉課へ

※申請には検査の領収書（写し）が必要です。廃棄せ
ずに保管しておいてください。
※必要書類など詳しくは問い合わせるか、市ホーム
ページで確認してください。
申請期限　検査終了の翌日から２カ月以内

を証明するものの写しを各課へ
※業務内容など詳しくは各課・市ホームページで確認
してください。

非常勤職員を募集

不妊検査の費用を補助する制度が始まります

任用期間　平成28年５月１日〜平成29年３月31日

職　種 報酬（日額） 勤務日・時間
主な業務内容

★は自動車の運転を
伴う。

応　募　資　格 定員 問い合わせ・申し込み先

保健指導員 9,920円 週4日、1日6時間45分

保健福祉に関する
指導・相談★

保健師または看護師の免許
を持っている人

２人 保健福祉課
☎0848・67・6061

高齢者の保健福祉
に関する指導・相
談★

１人 高齢者福祉課
☎0848・67・6055

介護認定調
査嘱託員 8,570円 週5日、1日5時間50分 介護認定申請者へ

の訪問調査★

介護支援専門員、保健師、看
護師、理学・作業療法士、社
会・介護福祉士、ヘルパー１
級などの資格を持っている人

１人 高齢者福祉課
☎0848・67・6240

看護師
嘱託員 8,570円 週5日、1日5時間50分 大和診療所での

看護師業務
看護師または准看護師の免
許を持っている人 １人 保険医療課

☎0848・67・6056

学芸員 7,930円 週5日、1日5時間50分 博物館業務
大学で歴史・民俗学などを専
攻し、学芸員の資格を持って
いる人

２人 文化課
☎0848・64・9234

市民公開講座
がんの早期発見最前線 in みはら

問�保健福祉課（〒723-0014城町一丁目２番１号）
　☎0848・67・6061
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�問い合わせ先�問い合わせ先
イベント情報

国道2号

見学道

佛通寺

米
山
寺

小原工業団地
沼田西
小学校

臨時駐車場

山陽自動車道

至三原
　市街

本郷IC

三原久井IC

至東広島
至尾道

至竹原

至竹原

JR山陽本線JR本郷駅

沼田西のエヒメアヤメ
自 生 南 限 地 帯

��白竜湖花火実行委員会（☎0847・33・0222）

内�　容　野外ジャズライ
ブ、スペイン製石窯で
焼いたピザ・神明鶏の串
焼きの販売など
��道の駅「よがんす白竜」
（☎0847・35・3022）

ところ　集合：ＪＲ三原駅西口（隆景広場）
内�　容　花火の観覧、白竜湖観光農園でのイチゴ試食・
買い物
参�加費　2,500円（保険料・夕食代・飲食コーナー利用券
代などを含む）、未就学児500円（保険料・飲食コー
ナー利用券代のみ）
申し込み先　うきしろロビー（☎0848・67・5877）

�文化課（☎0848・64・9234）

沼田西のエヒメアヤメ自生南限
地帯の一般公開
４月９日（土）〜４月24日（日）９時〜17時
ところ　沼田西町松江
※臨時駐車場があります。

第２回白竜湖花火 in だいわ
16日（土）19時30分〜
※荒天の場合は17日（日）に順延。
※15時から地元有志が飲食コーナーを出店します。

16日（土）11時〜19時30分16日（土）15時30分〜21時30分

道の駅「よがんす白竜」
野外音楽イベント YOGANSU YAONバスツアーの参加者を募集

ところ　白竜湖スポーツ村公園（大和町和木）
※大和支所と大和工業団地スポーツ広場から会場まで無料
のシャトルバスを運行します。

入場料無料

入場料無料

会場付近案内図
（大和町和木）ご協力をお願いします

車両通行禁止
一方通行道路
花火立入禁止
観客席
売店
桜並木

駐車場
進入禁止
一方通行
トイレ
身障者用トイレ

P

★
至 河内

翔竜大橋

国道
43
2号

国道４８６号
大和
旧町民広場

花火の打ち上げ場所 

至 本郷

至 白竜湖
カントリークラブ

旧和木小

大和保健福祉センター

信号機

至 甲山
至 豊栄

旧JA

P

フットサル場

P

白竜湖

P

よがんす白竜

P

P

シャトルバス乗降場

P

エヒメアヤメは高さ15～30cmの
アヤメ属の多年草で、４月中旬頃に
すみれ色の花を咲かせます。「沼田西
のエヒメアヤメ自生南限地帯」は国
の天然記念物に指定されてます。

▲
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イベント情報イベント情報

　市指定重要文化財「安国寺谷十一面観世音菩薩像」の
胸部に安置されている「閻

えん ぶ だ ご ん
浮檀金観

かんのんれいぞう
音霊像」が33年ぶり

に開帳されます。
と�ころ　安国寺区観音堂（大和町大
草）
スケジュール
　９時30分〜　開会式
　10時〜　法要
　11時〜　法話
��安国寺区長・高

こう
下
げ
さん（☎0847・

33・1018）

ところ　筆影山山頂付近（須波町）
内　容　夜桜のライトアップ
※開花の状況により期間内に終了する場合があります。
�三原観光協会（☎0848・63・1481）

17日（日） ９時30分〜11時30分

10日（日）まで 18時〜21時
※２日（土）・３日（日）10時〜15時は展望台で飲食物
の販売があります。

安国寺観音のご開帳

筆影山山頂 桜のライトアップ

プログラミング教室体験会
〜はじめよう！
　初心者からのプログラミング！〜

映画のつどい
リージョンプラザ

①10日（日）10時〜11時30分
②29日（金・祝）10時〜11時30分

ところ　南館　第１研修室
内�　容　ゲームや物語を自分の手で作り、楽しくプログ
ラミングの基礎を学べるイベント
講　師　ウェブデザイナー　坂本忠亮さん
対　象　４歳から大人まで
※未就学児は保護者同伴。
定　員　各25人（申し込み先着順）
参加費　各3,000円
用�意する物　無料アプリ「Scratch Jr」をダウンロードし
たiPadまたはAndroidタブレット
※２台まで貸し出し可能（要予約）。
申�し込み　ホームページ（http://codingkids.jp/
entry）から��リージョンプラザ（☎0848・64・7555）

ところ　高坂自然休養村
内　容 

▼ボタン園の開園（５月末まで）
　ボタン、ルピナス、シャクヤクなど希少品種の展示

▼花の販売
　ボタン、ルピナス、シャクヤクなどの販売

▼その他のイベント
　女性会バザー、農産物の販売、観光写真展など
入場料　中学生以上450円、小学生150円
※小学生未満は無料。５日は小学生無料。
��高坂自然休養村管理センター（☎0848・66・2683）、
農林水産課（☎0848・67・6077）

入�場料　1,800（1,500）円、大
学生1,500（1,300）円、３
歳〜高校生1,000（800）円、
60歳以上1,100円、どちら
かが50歳以上の夫婦２人で
2,200円
※（　）内は割引券利用の料金。
※障害者手帳を提示した人は
1,000円。

※年齢などを証明できる物の提示が必要です。
割�引券設置場所　リージョンプラザ、ポポロ、中央図書
館、中央公民館、各文化センター、フジグラン三原、
うきしろロビー ほか

４月29日（金・祝）〜５月５日（木・祝）９時〜17時
ボタン・ふじ祭り

22日（金）10時30分〜②14時〜③18時30分〜

はなちゃんのみそ汁 特別劇場
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�問い合わせ先�問い合わせ先

第59回呉みなと祭

Car ＆ Bike  MIHARA

おはなしいっぱいまつり
〜みはらの歴史にふれよう〜
新高山に登り、歴史を学ぼう

内　容　市内業者が生産・加工した農水産物の販売

内　容　クルマとバイクの名車・旧車
を展示

定　員　50店（申し込み先着順）
出店料　無料
申し込み　商工会議所へ

出展料　無料
申�し込み　
MIHARA  BASE事務局へ

出店者の募集

出店者の募集

三原駅前市民広場のイベント

�商工会議所（☎0848・62・6155）

�MIHARA  BASE事務局（☎090・6652・7924）

４月９日（土）８時〜11時　軽トラ朝市 航空自衛隊　さつきコンサート

市民ミュージカルの出演者を募集

５月28日（土）15時〜

内�　容　さつき祭り恒例の自衛隊音楽隊によるコンサー
ト
入�場券の配布　４月25日（月）10時から、ポポロ受付で
配布（先着順）
※１人２枚まで。座席は選べません。
※３歳未満の入場はご遠慮ください。
�芸術文化センター ポポロ（☎0848・81・0886）

と　き　12月18日（日）
ところ　芸術文化センター ポポロ
練習日　５月〜12月の週１回
※月１回、全体練習を行います。
対　象　小学２年生以上
定　員　35人（申し込み先着順）
会　費　月2,000円
申�し込み　４月20日（水）までに、申込書（大和文化セン
ターに用意）を市民ミュージカル実行委員会事務局
（☎0847・33・1363�� 0847・33・1691）へ

ランニングバイク大会　
ミハライダーズカップ

内�　容　ブレーキ・ペダルのないランニングバイクでコー
スを走って順位を競う
対　象　２歳〜小学３年生
※年齢別にクラス分けします。
定�　員　各クラス30〜40人
（申し込み先着順）
参加費　2,000円
用�意する物　ランニングバイク、ヘルメット、手袋、ひ
じ・ひざ当て
※ランニングバイクとヘルメットは貸し出し可能。申し
込み時に申請してください。
申�し込み　４月15日（金）までにホームページ（http://
www.facebook.com/mihariders2015）から
��駅前広場盛り上げ隊事務局（☎090・1339・7751）

５月15日（日）9時〜16時

ところ　蔵本通り、れんがどおり一帯
内�　容　呉の春を彩る恒例の呉みなと祭。国際色豊かな
料理やバザー、ステージ、総勢2,500人が参加するパ
レードなどを盛大に開催
�呉まつり協会（☎0823・21・0151）

ところ　集合：新高山城跡登山口（本郷南）
内�　容　三原城築城450年に向け、小早川隆景について
学びながら新高山城跡に登り、紙芝居を作る
※紙芝居作りは別日程で実施します。
講　師　新高山城跡を守る会　山根光博さん
対�　象　登山と紙芝居作りの両方に参加できる小学生
※登山のみ保護者の同伴が必要です。
定　員　20組（申し込み先着順）
申�し込み先　ほんごう子ども図書館（☎0848・86・6066）

県内の観光情報

市民提案型協働事業

４月29日（金・祝）10時〜

５月22日（日）10時～16時

５月８日（日）９時30分〜14時

入場無料
全席指定
要入場券

芸術文化センター ポポロ
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ガ
ソ
リ
ン
は
気
化
し

や
す
く
、
離
れ
て
い
て

も
引
火
し
爆
発
的
に
燃

焼
し
ま
す
。

　
直
射
日
光
の
当
た
る

場
所
や
高
温
に
な
る
場
所
で
保
管
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
給
油
す

る
と
き
は
、
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
か

ら
携
行
缶
の
ふ
た
を
開
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
０
８
４
８・64・５
９
２
７
）

　
今
年
度
か
ら
登
記
相
談
を
、
隔
月

で
行
い
ま
す
。

と
き　
奇
数
月
の
第
３
水
曜
日

と
こ
ろ　
市
役
所
本
庁
１
階　
登
記

証
明
コ
ー
ナ
ー

※
広
島
法
務
局
尾
道
支
局（
尾
道
市
古

浜
町
）で
は
、祝
日
を
除
い
た
月
～
金
曜

日
に
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
先　
広
島
法
務
局
尾
道
支

局（
☎
０
８
４
８・23・２
８
８
２
）

　
平
成
28
年
度
版
か
ん
き
ょ
う
カ
レ

ン
ダ
ー
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い

人
へ
の
配
布
は
、環
境
管
理
課（
宮
沖

五
丁
目
）、市
民
課（
市
役
所
本
庁
１

階
）、各
支
所
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
管
理
課（
☎

０
８
４
８・63・１
２
１
０
）

　
昨
年
10
月
か
ら
最
低
賃
金
が
時
間

額
７
６
９
円
に
な
り
ま
し
た
。

※
業
種
別
最
低
賃
金
な
ど
詳
し
く

は
、
広
島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
。

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
労
働
基
準
監

督
署（
☎
０
８
４
８・63・３
９
３
９
）

●
開
始
式

と
き　
３
日（
日
）10
時
30
分
～

と
こ
ろ　
フ
ジ
グ
ラ
ン
三
原

内
容　
和
太
鼓
の
演
奏
、
反
射
神
経

測
定
ゲ
ー
ム
な
ど

●
交
通
安
全
確
認
マ
ッ
プ
で
事
故
防
止

　
三
原
警
察
署
管
内
で
発
生
し
た
事

故
デ
ー
タ
を
参
考
に
、
事
故
多
発
交

差
点
を
写
真
付
き
で
地
図
に
し
ま
し

た
の
で
活
用
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所　
生
活
環
境
課（
市
役
所

本
庁
４
階
）、
各
支
所

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
。

問
い
合
わ
せ
先　
生
活
環
境
課（
☎

０
８
４
８・67・６
１
７
８
）

災
害
情
報
伝
達
用
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

の
運
用
開
始

　
市
民
の
皆
さ
ん
へ

災
害
情
報
や
避
難
勧

告
の
発
令
な
ど
を
伝

え
る
屋
外
拡
声
子
局

（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）を
市
内
58
カ
所

に
設
置
し
、
今
月
か
ら
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　
危
機
管
理
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
６
）

掲示板
生活情報

６
日（
水
）～
15
日（
金
）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

県
内
の
最
低
賃
金
が
改

定
さ
れ
ま
し
た

災
害
情
報
ス
ピ
ー
カ
ー
の

運
用
を
開
始

か
ん
き
ょ
う
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
布

登
記
相
談
日
が
変
わ
り
ま
す

ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
の

取
り
扱
い
に
注
意
を

国民年金の保険料
　今年度の保険料は、
月額1万6,260円です。
●お得な割引制度
前�納制度　まとめて前払いすると割

引され、口座振替にするとさらに
割引率が上がります

早�割制度  口座振替の当月末引き落
としにすると、月額50円引きに
なります

※口座振替を利用するには、手続き
が必要です。
●学生の納付特例制度
　所得が少ない学生は、申請により
在学中の納付が猶予されます。
申�請場所　市民課（市役所本庁１階）、

各支所、三原年金事務所（円一町
二丁目）
用�意する物　年金手帳、印鑑、学生

証（コピー可）または在学証明書
（原本）

※申請は年度ごとに必要です。
※昨年度申請した人は、今月中に日
本年金機構から届くはがきを返送す
ることで申請できます。はがきが届
かない人は手続きが必要です。
問�い合わせ先　市民課（☎0848・67・

6051）、三原年金事務所（☎0848・
63・4111）
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今
月
か
ら
、
サ
ギ・セ
ミ
ナ
ー・セ

ン
タ
ー（
鷺
浦
町
向
田
野
浦
）で
食
事

の
提
供
を
始
め
ま
し
た
。
佐
木
島
で

の
観
光
や
宿
泊
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
利
用
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
サ
ギ・セ
ミ
ナ
ー・

セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４
８・
60・
７

０
２
０
）

と
き　
①
12
日（
火
）②
13
日（
水
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
13

時
30
分
～
15
時
30
分
。

と
こ
ろ　
①
久
井
就
業
構

造
改
善
セ
ン
タ
ー（
久
井
支
所
東

側
）②
本
郷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容　
夏
野
菜
の
栽
培
と
管
理

※
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
先　
農
林
水
産
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
７
７
）

と
き　
17
日（
日
）10
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ　
須
波
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容　
作
品
展
示
、
舞
台
発
表
な
ど 

問
い
合
わ
せ
先　
須
波
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー 

（
☎
０
８
４
８・
67・

０
５
１
２
）

と
き　
24
日（
日
）８
時
30
分
～

と
こ
ろ　
沼
田
川
、御

調
川
、白
竜
湖
周
辺

内
容　
河
川
敷
な
ど
の
清
掃
活
動

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
管
理
課（
☎

０
８
４
８・
63・
１
２
１
０
）、
三

原
法
人
会（
☎
０
８
４
８・
62・
０

５
２
４
）

●
三
原
や
っ
さ
踊
り
振
興
協
議
会

　
公
開
練
習

と
き　
12
日（
火
）18
時
30
分
～

●
直
美
の
部
屋
コ
ン
サ
ー
ト

　
～
コ
ー
ラ
ス
～

と
き　
13
日（
水
）14
時
～

●
書
の
彫
刻
展﹁
和
以
為
貴
﹂

と
き　
４
月
29
日（
金
）～
５
月
４
日

（
水
）10
時
～
17
時

※
４
日
は
12
時
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
先　
文
化
課（
☎
０
８

４
８・64・９
２
３
４
）

と
き　
18
日（
月
）13
時
30
分
～
15
時

30
分

と
こ
ろ　
園
芸
振
興
セ
ン
タ
ー（
大

和
町
上
徳
良
）

内
容　
農
地
の
り
面
へ
機
材
を
使
っ

て
種
子
を
吹
き
付
け
る
方
法

対
象　
市
内
在
住
の
農
業
者

定
員　
30
人（
多
数
の
場
合
、
抽
選
）

※
吹
き
付
け
機
材
の
貸
し
出
し
を
希

望
す
る
人
は
、
必
ず
受
講
し
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み　
11
日（
月
）ま
で
に
申
込

書（
提
出
先
に
用
意
）を
農
林
水
産

課（
☎
０
８
４
８・67・６
０
７
７
）

ま
た
は
各
支
所
へ

と
き　
５
月
２
日（
月
）18
時
30
分
～
20
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館

演
題　
国
際
人
権
法
と
日
本
社
会

講
師　
広
島
大
学
大

学
院
教
授　
中
坂　

恵
美
子
さ
ん

※
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
推
進
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
４
４
）

サ
ギ・セ
ミ
ナ
ー・セ
ン
タ
ー

で
食
事
の
提
供
を
開
始

よ
っ
て
み
ん
さ
い
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
（
ペ
ア
シ
テ
ィ
三
原
西
館
２
階
）

セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス

種
子
吹
き
付
け
講
習
会

野
菜
づ
く
り
講
習
会

須
波
コ
ミ
セ
ン
文
化
祭

催
　
し

固定資産税・都市計画税（第１期）の
納期限は５月２日（月）まで

　納税通知書は、今月初旬に発送します。
【縦覧帳簿の縦覧】評価額を比較することができます。
期　限　５月２日（月）まで
ところ　資産税課（市役所本庁２階）、各支所地域振興課
用意する物　運転免許証など本人確認ができる物
※法人の場合は、会社から窓口に来る人への委任状が必要です。
【所有資産の確認を】土地や家屋の内容に変更がある場合、不動

産登記の申請が必要です。納税通知書に付いている土地・家屋
課税明細書を確認してください。

【償却資産の実地調査に協力を】申告漏れ･誤りを防ぐため、全事
業者を対象に調査を行なっています。調査では、資産台帳の
提出や現物照合などをお願いすることがあります。市内に所
在する事業者（支店・営業所を含む）は、申告漏れがないかを確
認してください。

※申告誤りなどの場合、過年度にさかのぼり修正申告が必要と
なります。
問い合わせ先　資産税課（☎0848・67・6032）

沼
田
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

憲
法
を
学
ぶ
市
民
の
集
い
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補
助
額　
上
限
10
万
円

対
象　
市
内
の
業
者
に
よ
り
、
居
住

す
る
市
内
の
住
宅
に
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
を
設
置
、
ま
た
は
エ
ネ
フ
ァ
ー

ム
付
き
の
住
宅
を
購
入
し
、
市
税

の
滞
納
が
な
い
人

※
申
請
期
間
や
補
助
条
件
な
ど
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

申
し
込
み　
設
置
工
事
の
着
工
前

に
、申
請
書（
提
出
先
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
用
意
）を
生
活
環
境
課

（
☎
０
８
４
８・67・６
１
９
４
）へ

募
集
内
容　
通
所
介
護
定
員
25
人
分

※
地
域
密
着
型
通
所
介
護
を
含
む
。

応
募
資
格　
設
備・
人
員
な
ど
の
基

準
を
満
た
す
法
人

申
し
込
み　
25
日（
月
）ま
で
に
提
出

書
類（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
）

を
高
齢
者
福
祉
課（
☎
０
８
４
８・

67・６
２
４
０
）へ

募
集
内
容　
次
の
活
動
を
継
続
的
に

行
う
人
や
団
体・学
校
な
ど

・
公
共
の
場
所
で
の
清
掃
な
ど
地
域

の
環
境
美
化
活
動

・自
然
環
境
の
保
全・保
護
活
動

応
募
期
限　
９
月
12
日（
月
）ま
で

応
募
方
法　
推
薦
書（
提
出
先
、
各

支
所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
）

を
生
活
環
境
課（
☎
０
８
４
８・

67・６
１
９
４
）ヘ

テ
ー
マ　
佐
木
島
の

自
然
と
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
な
ど
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
、
参

加
意
欲
の
高
揚
に

つ
な
が
る
も
の

規
格・
内
容　
大
き
さ
は
Ａ
４
判
～

Ｂ
４
判（
い
ず
れ
も
縦
）・画
材
と
画

法
は
自
由（
文
字
は
入
れ
な
い
こ
と
）

申
し
込
み　
５
月
６
日（
金
）（
必
着
）

ま
で
に
、
作
品
の
裏
面
に
①
住
所

②
名
前（
ふ
り
が
な
）③
電
話
番
号

④
年
齢
⑤
職
業
⑥
作
品
の
説
明
を

記
入
し
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
さ

ぎ
し
ま
大
会
実
行
委
員
会
事
務

局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
〒
723-‌

0014

城
町
一
丁
目
２
番
１
号
☎
０
８
４

８・
64・
７
２
１
９
��
０
８
４
８・

67・５
９
１
２
）へ

●
三
原
さ
つ
き
祭
り
マ
ス
コ
ッ
ト�

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン

テ
ー
マ　
市
の
花 

サ

ツ
キ
を
題
材
に
し

た
も
の

応
募
資
格　
小
学
生

応
募
方
法　
５
月
10
日（
火
）ま
で
に

応
募
用
紙（
提
出
先
、
各
小
学
校

に
用
意
）を
三
原
さ
つ
き
祭
り
実

行
委
員
会
へ

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者

と
き　

５
月
28
日（
土
）10
時
～
17

時
、
29
日（
日
）

９
時
～
16
時

と
こ
ろ　
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー 

ポ
ポ
ロ　
南
側

駐
車
場

内
容　
服・
食
器・

電
化
製
品・
お
も
ち
ゃ
な
ど
家
庭

の
不
用
品
販
売

※
飲
食
物・
危
険
物
な
ど
は
販
売
で

き
ま
せ
ん
。

対
象　
市
内
在
住
の
人（
業
者
は
除

く
）

募
集
数　
40
区
画
／
日（
申
し
込
み

先
着
順
）

出
店
料　
１
区
画（
2.5
ｍ
×
５
ｍ
）＝

１
、
０
０
０
円
／
日

申
し
込
み　

４
月
30
日（
土
）（
消
印

有
効
）ま
で
に
、
往
復
は
が
き
で

①
住
所
②
名
前
③
電
話
番
号
④

出
店
品
目
⑤
希
望
区
画
数（
１
人

２
区
画
ま
で
）⑥
出
店
希
望
日
を

三
原
さ
つ
き
祭
り
実
行
委
員
会
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
係
へ

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
さ
つ
き
祭
り

実
行
委
員
会（
商
工
会
議
所
内
〒

723-‌
8555
皆
実
四
丁
目
８
番
１
号
☎
０

８
４
８・62・６
１
５
５
）

第
25
回
三
原
さ
つ
き
祭
り

通
所
介
護
を
整
備・利
用

定
員
を
増
員
す
る
法
人

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
さ
ぎ
し
ま

大
会
の
ポ
ス
タ
ー・Ｔ
シ
ャ
ツ

原
画
デ
ザ
イ
ン

き
れ
い
な
三
原
ま
ち
づ
く
り

表
彰
の
対
象
者

募
　
集

2016三原ミスやっさを募集
応募資格　次の全てを満たす人
①�市内に在住･在勤･在学してい

る18歳以上（高校生は除く）
②�観光アシスタントとして三原

市を全国に
ＰＲできる

③�活動につい
て勤務先に
了承を得る
ことができ
る

賞�　品　ハワイ旅行など
※推薦者にも推薦者賞を贈呈。
申�し込み　22日（金）までに申込

書（提出先、三原やっさ祭り実
行委員会ホームページに用意）
を、三原やっさ祭り実行委員
会（商工会議所内☎0848・62・
6155）へ

家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム（
エ

ネ
フ
ァ
ー
ム
）の
設
置
費
を
補
助
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各講座は、申し込み先着順です。申し込み受け付けは、１日（金）10時からです。生涯学習講座

図書館アラカルト

講座名 と　き 対　象 定員 参加費 申込期限 ところ・申し込み先

初めての料理教室
～チャレンジ健康レシピ～

11日（月）９時30
分～12時30分 大人（男性） 20人 600円

8日（金）まで

宮浦コミュニティセンター
（☎0848・62・7944）

チェアビクス 13日（水）
13時30分～15時 大人 30人 100円 幸崎コミュニティセンター

（☎0848・69・0001）

休館日　中央図書館＝29日(金)
　　　　本郷・久井・大和図書館＝火曜日、29日(金)

　足元にひっそりと生きてい
る草花には、私たちの体の免
疫を高めたり、癒したりする
力がある―。薬剤師でもある
著者が、材料ごとの薬効、使
用する部位、飲み方を分かり
やすく解説。

　今月から各コミュニティセンター・公民館ごとに
図書の貸し出し日時が変わります。詳しくは各館へ
問い合わせてください。　
貸 出場所　沼田東・幸崎・中之町・糸崎・宮浦・須波・
鷺浦コミュニティセンター、和木・大草・椹梨公民館

『よく効く手づくり野草茶』
　境

さかいの
野米

こ め こ
子/著

★ コミュニティセンター・公民館での、図書の貸
し出し日時が変わります

おすすめ本

●こどもの読書週間本展
と　き　４月23日（土）～5月12日（木）
ところ　中央・本郷・久井・大和図書館
内　容　こどもの読書週間にちなんだ本の展示・貸出

中央図書館（☎0848・62・3225）
●ねむの木　おはなしのひろば
と　き　２日（土）・16日（土）10時30分～11時30分

●ぽけっといっぱいのおはなし会
と　き　７日（木）11時～11時30分
●虹の会　絵本のよみかたり
と　き　９日（土）・23日（土）14時～14時30分
※23日は手話通訳もあります。
●虹の会　０歳からのよみかたり
と　き　15日（金）10時30分～11時、11時15分
～11時45分

●文化講座～江戸時代の文芸～
と　き　4月16日（土）・6月25日（土）・8月27日（土）・
10月29日（土）・来年2月25日（土）
※時間はいずれも10時～11時30分。
ところ　２階　視聴覚室
内　容　井原西鶴の『西

さいかくしょこく
鶴諸国ばなし』を基に、日

本の文化を読み解く
講　師　豊橋創造大学教授　
島田大助さん（三原市出身）
定　員　30人（申し込み先着順）
受講料　無料
申 し込み　４月15日（金）までに郵送かファクスで
①講座名②名前③住所④電話番号を文化課（〒
723-0014城町一丁目２番１号☎0848・64・92
34■℻0848・67・5912）へ

●読書会
と　き　25日（月）13時30分～15時
内　容　『読書力』斎藤 孝/著
講　師　吉

きっかわ
川 五

い ほ え
百枝さん

本郷図書館（☎0848・85・0703）

●こんぺいとう　おはなし会
と　き　28日（木）10時30分～11時
ほんごう子ども図書館（☎0848・86・6066）

●おはなし会
と　き　５日（火）10時30分～11時、９日（土）・
23日（土）14時～15時

久井図書館（☎0847・32・7138）

●おはなし会
と　き　23日（土）13時30分～14時

大和図書館（☎0847・33・1115）
●絵本とおはなしの時間
と　き　土曜日10時30分～11時



と
き　
９
日（
土
）・
23
日（
土
）10
時

30
分
〜
12
時

と
こ
ろ　
集
合：う
き
し
ろ
ロ
ビ
ー

内
容　
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
天
主
台
跡

や
一
番
櫓
な
ど
を
巡
る

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
観
光
協
会

（
☎
０
８
４
８・67・５
８
７
７
）

内
容　
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や

ス
ト
レ
ッ
チ
な

ど
対
象　
65
歳
以
上

の
人

用
意
す
る
物　
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
床

に
敷
く
物

問
い
合
わ
せ
先　
高
齢
者
福
祉
課（

☎
０
８
４
８・67・６
０
５
５
）

と
き　
第
１・
３
月
曜
日
①
9
時
〜

12
時
②
12
時
〜
14
時

と
こ
ろ　
市
民
福
祉
会
館

内
容　
①
お
酒
の
悩
み
相
談（
要
予

約
）②
体
験
談
を
通
し
て
断
酒
継

続
、
心
の
回
復
を
め
ざ
す
定
例
会

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
断
酒
友
の
会

（
☎
０
８
４
８・62・５
６
１
２
）

●
硬
式
テ
ニ
ス
講
習
会

と
き　
23
日（
土
）

9
時
30
分
〜
12
時

※
雨
天
中
止
。

と
こ
ろ　
や
ま
み
三
原
運
動
公
園

と
き　
21
日（
木
）13
時
30
分
〜
15
時

30
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

内
容　
運
動
機
器
を
安
全・
効
果
的

に
利
用
す
る
た
め
の
講
習

対
象　
要
支
援・
要
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人

定
員　
15
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み
先　
高
齢
者
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
５
）

　
マ
ダ
ニ
に
か
ま
れ
る
と
、
重
大
な

感
染
症
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

マ
ダ
ニ
が
活
発
に
活
動
す
る
春
か
ら

秋
の
間
、
山
や
草
む
ら
な
ど
で
は
長

袖
、
手
袋
な
ど
を
着
用
し
、
皮
膚
の

露
出
を
少
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　
県
東
部
保
健
所

（
☎
０
８
４
８・25・２
０
１
１
）

参
加
費　
３
０
０
円

定
員　
40
人

※
ラ
ケ
ッ
ト
は
貸
し
出
し
可
能
で
す
。

申
し
込
み　
21
日（
木
）ま
で
に
三
原

市
テ
ニ
ス
協
会 

加
藤
さ
ん（
☎
０

９
０・７
５
９
２・０
３
３
８
）へ

●
市
民
合
気
道
教
室

と
き　
①
９
日（
土
）②
17
日（
日
）

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
11
時
30

分
。

と
こ
ろ　
武
道
館

内
容　
①
体
験
教
室

②
審
査
技
発
表
の
見
学

※
①
は
毎
月
第
２
土
曜
日
に
開
催
。

参
加
費
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先　
三
原
市
合
気
道
連

盟 
池
内
さ
ん（
☎
０
８
４
８・69・

２
１
０
３
）

と
き　
15
日（
金
）13
時
30
分
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ　
本
郷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
精
神
保
健
福
祉
士
に
よ
る
相
談

定
員　
２
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

申
し
込
み　
13
日（
水
）ま
で
に
本
郷

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４

８・86・３
６
０
９
）へ

と
き　
①
２
日（
土
）10
時
〜
13
時
、

14
時
〜
16
時
②
23
日（
土
）10
時
〜

11
時
30
分
、12
時
30
分
〜
15
時
30
分

と
こ
ろ　
①
イ
オ
ン
三
原
店
②
マ
ッ

ク
ス
バ
リ
ュ
本
郷
店

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
５
３
）
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ひろば
健康

野
外
で
活
動
す
る
と
き
に
は

マ
ダ
ニ
に
注
意
を

こ
こ
ろ
の
な
ん
で
も
相
談

城
下
町
を
歩
こ
う

とき（毎月） ところ
月曜日13時30分～14時
30分、木曜日10時～11時 サン･シープラザ３階

火曜日
13時30分～14時30分 人権文化センター

火･金曜日10時～11時 本郷公民館
月曜日
13時30分～14時30分

久井保健福祉セン
ター１階

水曜日10時～11時 神田公民館

さ
わ
や
か
健
康
体
操

運
動
機
器
利
用
の
た
め
の
講
習
会

断
酒
友
の
会

ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
ま
せ
ん
か

献
血
に
協
力
を

 

　市民の４人に1人が加入している国民健
康保険（国保）。皆さんは市の国保全体で、
１年間にどれくらいの医療費がかかってい
るか知っていますか。答えは約94億円。
加入者１人が医療に費やす金額は、年間約
40万円にもなります。
　医療費が多くかかっている病気は、主に
内分泌・栄養・代謝疾患（糖尿病など）、循環
器系疾患（高血圧症など）、がんです。これ
らの病気は患者数も多く、特に糖尿病と高
血圧は国保加入者の3人に１人が治療を受
けている状況です。
　糖尿病・高血圧症・がんに共通するのは、
予防できること、早期発見・治療で重症化
を防げる可能性が高いことです。予防のた
めには日々の健康管理と生活習慣の改善、
早期発見には健診受診が欠かせません。病
気が見つかっても、医療機関を適切に受診
すれば、重症化が防げ、身体的・精神的・経
済的な負担を確実に減らすことができます。
　市では健診結果を基に、一人ひとりに合
った健康づくりや病気の予防方法を一緒に
考えます。お気軽に保健福祉課（☎0848・
67・6053）までご相談ください。

こ ん に ち は

保健師です
三原市民の健康課題

～国保医療費の分析から見えたこと～

三原市保健師　場垣内 優子
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と
き　
14
日（
木
）10
時
30
分
～
11
時
40
分

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
４
階

内
容　
ふ
れ
あ
い
遊
び
な
ど

対
象　
0
歳
児
と
保
護
者

用
意
す
る
物　
バ
ス
タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１
）

応援
子育て

内
容　
身
体
測

定
、
育
児・
栄

養・
歯
科
相
談
、

遊
び
の
広
場

対
象　
乳
幼
児
と

保
護
者

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１
）

と
き　
８
日（
金
）①
10
時
～
10
時
40

分
②
11
時
～
11
時
40
分

と
こ
ろ　
本
郷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　
離
乳
食
の
進
め
方
、
調
理
実

習
、
試
食
な
ど

対
象　
①
４
～
６
カ
月
児
②
７
～
9

カ
月
児
の
保
護
者

定
員　
各
20
人

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳・
エ

プ
ロ
ン

申
し
込
み　
6
日（
水
）ま
で
に
本
郷

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
☎
０
８
４

８・86・３
６
０
９
）へ 

と
き　
15
日（
金
）10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

サ
ン・

シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

内
容　
妊
娠・
出
産

に
つ
い
て
の
話
、

栄
養
講
座

対
象　
妊
娠
５
カ
月
以
降
の
人

定
員　
15
人（
申
し
込
み
先
着
順
）

用
意
す
る
物　
母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　
８
日（
金
）ま
で
に
保
健

福
祉
課（
☎
０
８
４
８・
67・
６
０

６
１
）へ

　
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動
に

よ
り
、
４
月
分
か
ら
次
の
と
お
り
改

定
し
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
月
額
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
子
育
て
支
援
課

（
０
８
４
８・67・６
０
４
５
）

　
市
で
は
今
年
度
、
妊
娠
期
か
ら
就

学
前
ま
で
継
続
し
た
子
育
て
支
援
を

行
う
拠
点
と
し
て
子
育
て
世
代
包
括

と
き　
火・
木
曜
日
10
時
～
12
時
、

13
時
～
15
時

と
こ
ろ　
サ
ン・シ
ー
プ
ラ
ザ
３
階

内
容　
乳
幼
児
の
発
達
や
子
育
て
の

相
談
、
専
門
機
関
の
紹
介
な
ど

対
象　
乳
幼
児
と
保
護
者

申
し
込
み
先　
保
健
福
祉
課（
０
８

４
８・67・６
３
５
９
）

と
き・
と
こ
ろ　
①
14
日（
木
）10
時

～
11
時
30
分・
あ
や
め
が
丘
保
育

園（
沼
田
西
町
惣
定
）②
28
日（
木
）

14
時
～
15
時
30
分・ぽ
ぽ
ら（
宮
浦

六
丁
目
）

と　　き 医療機関名
４月
 29日（金）

９時〜12時、
13時〜16時30分

三原赤十字病院（東町二丁目）
（☎0848・64・8111）

５月
 1日（日）

９時〜12時、
14時〜16時

わきた小児科（宮浦六丁目）
（☎0848・67・7999）

５月
 ３日（火） 

９時〜12時、
14時〜16時30分

興生総合病院（円一町二丁目）
（☎0848・63・5500）

５月
 ４日（水）・
 ５日（木） 

８時30分〜
17時30分

三原市医師会休日夜間急患診療所
（宮浦一丁目）（☎0848・67・7040）

【児童扶養手当】
改定前 改定後

全部支給 42,000円 42,330円

一部支給 9,910 ～
41,990円

9,990 ～
42,320円

※２人目以降の加算額に変更はありません。
【特別児童扶養手当】

改定前 改定後
手当等級１級 51,100円 51,500円
手当等級２級 34,030円 34,300円

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
多

く
の
人
が
親
し
み
を
持
っ
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
愛
称

を
募
集
し
ま
す
。

応
募
期
限　
30
日（
土
）ま
で

応
募
用
件　
第
三
者
の
著
作
権・
商

標
権
を
侵
害
し
な
い
も
の

応
募
方
法　
応
募
用
紙（
提
出
先
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
用
意
）を
持

参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
保
健
福
祉
課
へ

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
福
祉
課（
☎

０
８
４
８・67・６
０
６
１
）

子
育
て
応
援
相
談

　発達障害は脳機能の
発達が関係する障害で、
興味に偏りがあったり、
コミュニケーションが
苦手だっ たりして、偏
見や誤解を受けることも少なくありません。
　自閉症をはじめとする発達障害について、
知ること、理解することは発達障害のある人
だけでなく、誰もが幸せに暮らすことができ
る社会の実現にもつながります。
　市では、発達支援に関する相談窓口として
子ども発達総合相談室を設置し、子どもの発
達で気になることなどに、保健師や臨床心理
士、言語聴覚士が相談に乗ります。
問�い合わせ先　子ども発達総合相談室（☎084 

8・67・6359）

４月２日～８日は発達障害啓発週間
４月2日は世界自閉症啓発デー

子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
募
集

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
子
育
て
相
談

祝
日・５
月
の
連
休
の

小
児
科
救
急
当
番
医
院

児
童
扶
養
手
当･

特
別
児
童
扶

養
手
当
の
額
が
変
わ
り
ま
す

離
乳
食
教
室

ベ
ビ
ー
サ
ロ
ン

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル



28平成28年４月号 広報みはら

人権ひろば　児童館へおいでよ！

　
守
り
た
い
　
君
の
笑
顔
と
　
そ
の
人
権

（
中
学
３
年
生
の
作
品
）

　
平
成
27
年
8
月
に
女
性
活
躍
推
進
法（
女
性
の

職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
）

が
制
定
さ
れ
、
従
業
員
３
０
１
人
以
上
の
企
業
に

は
①
女
性
採
用
比
率
②
勤
続
年
数
男
女
差
③
労
働

時
間
の
状
況
④
女
性
管
理
職
比
率
な
ど
、
女
性
の

就
業
環
境
に
つ
い
て
自
社
の
状
況
を
把
握・
分
析

し
、
課
題
へ
の
対
応
策
な
ど
を
ま
と
め
た
行
動
計

画
を
策
定・公
表
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
は
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
や
男
女
共

同
参
画
基
本
法
な
ど
に
よ
り
、
法
律
上
は
男
女
間

の
平
等
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現

実
に
は
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
の
考
え
方
を
反
映

し
た
男
性
中
心
の
雇
用
慣
行
が
根
強
く
残
っ
て
い

る
ほ
か
、
長
時
間
労
働
に
よ
り
育
児
や
介
護
に
時

間
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
女
性
が
離
職
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
な
ど
、
実

質
的
な
男
女
間
の
不
平
等
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
法
の
施
行
に
よ
り
、
企
業
に
は「
働
き
た
い
」と

思
い
つ
つ
も
職
に
就
け
な
い
女
性
や
、「
職
場
で
キ

ャ
リ
ア
を
築
き
た
い
」と
希
望
す
る
女
性
が
、個
性

や
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
思
い
を
叶
え
る
こ
と
が

で
き
る
職
場
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
女
性
が
職
業
生
活
に
お
い
て
も
活
躍
で
き
る
環
境

づ
く
り
は
、
企
業
の
社
会
的
責
任（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）と
し
て

積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
明
る
い
未
来
へ
⑦

女
性
活
躍
推
進
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

児 童 館 へ お い で よ ！ 申し込み先　児童館（☎■℻ 兼用0848・67・1123）

※いずれも申し込み先着順です。申し込み受け付けは、１日（金）10時からです。
※開館時間は10時～18時です。月曜日は休館日です。

フラワーアレンジメント
と　き　23日（土）

10時30分～12時
対　象　小学生以上
定　員　20人
参加費　700円

リトミックランド
と　き　15日（金）・21日（木）①10

時30分～11時②11時15
分～11時45分

内　容　リトミック（音楽表現）
対　象　①０歳児②15日＝１歳児、

21日＝２～５歳児と保護者
定　員　各15組　
用意する物　タオル

茶のこころ～和親庵～
と　き　16日（土）①10時15分～　

②11時15分～
ところ　サン・シープラザ４階
内　容　お茶のお点前
対　象　３歳児以上（未就学児は保

護者同伴）
定　員　各10人　参加費　250円
用意する物　ハンカチ・白い靴下

ママチャレンジ
と　き　19日（火）10時～12時
内　容　骨盤エクササイズ
対　象　子育て中の母

親
定　員　15人
※託児あり（先着順）。

パフォーマンスショー
と　き　24日（日）11時～12時
ところ　市民福祉会館５階
内　容　けん玉プレーヤー　モリ

マコさんによる演技など
対　象　３歳児以上

（未就学児は
保護者同伴）

定　員　100人

ベビーマッサージ
と　き　27日（水）10時30分～12

時
対　象　2～10カ月児と保護者
定　員　13組
参加費　500円
用意する物　バスタオル

10時30分～12時

問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
（
☎
０
８
２・
２
２
１・
９
２
４
７
）

　
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
性
活
躍
推
進
法
特
集
ペ
ー
ジ

検
索
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くらしの無料相談窓口
　相談日などは、変更する場合があります。事前に確認してください。

相談の種類 と　　き と　こ　ろ 申し込み・問い合わせ先

弁護士法律相談

15日（金）※要予約。受け付
けは5日（火）８時30分から。 13時〜16時 中央公民館 生活環境課

（☎0848・67・6178）
13日（水）・27日（水）
※いずれも要予約。利用には
収入などの条件があります。

10時〜16時 広島地方裁判所尾道支部
（尾道市新浜）

広島弁護士会尾道地区会
（☎0848・22・4237）

司法書士法律相談

29日を除く月〜金曜日

12時〜15時  電話相談  広島相談センター（☎082・511・7196）
法的トラブルの解決法・
窓口の案内 ９時〜16時  電話相談  法テラス広島（☎050・3383・5485）

消費生活相談 ９時〜12時､ 13時〜16時 市役所本庁５階　
※電話相談も可。 消費生活センター

（☎0848・67・6410）
消費生活巡回相談 8日（金）・15日（金）・22日（金）

※いずれも要予約。 14時〜16時 本郷・久井・大和支所

学校生活・勉強などの
悩み相談 29日を除く月〜土曜日 ９時～17時45分（土曜日

は８時30分～17時15分）
リージョンプラザ２階
※電話相談も可。

三原ふれあい相談室
（☎0848・64・7201）

学校生活の悩み・体罰
などの相談 29日を除く月〜金曜日 ８時30分〜17時15分  電話相談  三原子どもサポートダイヤル（☎0848・67・6173）

※時間外は､ 留守番電話で対応。
児童虐待通告窓口 毎日 24時間  電話相談  子育て支援課（☎0848・67・6088）

家庭児童相談 29日を除く月〜金曜日
※13日（水）は要予約。 ９時30分〜16時 サン・シープラザ３階

家庭児童相談室
（☎0848・61・0121）

女性相談 29日を除く月〜金曜日 女性相談室
（☎0848・61・0122）

アレルギー疾患相談 19日（火）
13時30分〜15時30分 県東部保健所（尾道市古

浜町）

県東部保健所
（☎0848・25・4641）

精神保健福祉相談 20日（水）※要予約。 県東部保健所
（☎0848・25・4640）

認知症相談 火･木曜日 13時〜16時30分  電話相談  県地域包括ケア推進センター 
　　　　 （☎082・553・5353）

成年後見専門相談 14日（木）※要予約。
14時〜16時

サン・シープラザ３階
障害者生活支援センター

（☎0848・63・3319
　 ��0848・63・3359）障害者なんでも相談

13日（水）※要予約。 本郷福祉センター
６日（水）※要予約。

10時〜12時
久井保健福祉センター

１日（金）※要予約。 大和保健福祉センター

心配ごと相談

29日を除く金曜日
13時〜16時

サン・シープラザ３階 社会福祉協議会・各地域センター
（☎0848・63・0570）

13日（水）・27日（水） 本郷福祉センター （☎0848・86・3607）
６日（水）・20日（水）

９時〜12時
久井保健福祉センター （☎0847・32・7101）

15日（金） 大和人権文化センター （☎0847・33・1308）
1日（金） 大和保健福祉センター （☎0847・34・1214）

人権相談

29日を除く火・水・金曜日、
14日（木）

10時〜16時
（14日は13時〜16時） サン・シープラザ３・４階 人権推進課

（☎0848・67・6044）
月・木曜日 10時〜16時 市役所本庁４階

29日を除く月〜金曜日
10時〜16時

人権文化センター （☎0848・66・1111）
本郷人権文化センター （☎0848・86・3333）
大和人権文化センター （☎0847・33・1308）

８時30分〜17時15分  電話相談  法務局常設電話相談所（☎0570・003・110）
女性の人権相談

29日を除く月〜金曜日
８時30分〜17時15分

 電話相談  女性の人権ホットライン（☎0570・070・810）
子どもの人権相談  電話相談  子どもの人権110番（ 0120・007・110）
暴力団関係相談 ８時30分〜17時  電話相談  暴力追放広島県民会議（☎082・228・5050）

交通事故・民事・家事相談
９時〜17時  電話相談  県生活センター （☎082・223・8811）

11日（月）・25日（月） 10時〜12時、13時〜16時  電話相談  県東部地域県民相談室尾道支所
　　　　  （☎0848・25・2011）

不動産相談 １日（金）・15日（金） 10時〜15時 サン・シープラザ４階

社会福祉協議会
（☎0848・63・0570）

療育・教育相談 ４日（月）・25日（月）
13時〜16時 サン・シープラザ３階戦没者遺族相談 ７日（木）・21日（木）

行政相談 18日（月）
水防・災害対策本部専用電話 （☎0848・67・6868 ��0848・67・6164）

　相談日などは、変更する場合があります。事前に確認してください。　相談日などは、変更する場合があります。事前に確認してください。
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▲  石で作られたひな人形約1千体が会場に飾られ、ひとつひと
つ表情の違うおひな様を見ながら、春の訪れを感じました
（2/27・28　おひなまつり　本町周辺）

▲  毛布や竹ざおを使った負傷者の搬送方法やロープワーク
を学び、日頃の訓練の大切さを確認しました（3/6　いの
ちを守る防災体験　市民ギャラリー）

▲  今月中旬から見頃を迎えるエヒメアヤメ。地域や地元企業
から約200人が参加して、環境を整えました。みんなで咲
くのを待っているよ（2/28　エヒメアヤメ自生地の草刈り　
沼田西町松江）

▲ 参加者は解説を聞いたり、太夫の語りや三味線の伴奏に合
わせて人形を操ったりして日本の伝統芸能を堪能しました
（3/6　文楽ノススメワークショップ　芸術文化センターポ
ポロ）

 ▼ 名誉市民 大田 堯さんが来場され、「子ども
と向き合い、関わり合う中で個性を伸ばして
ほしい」と話されました（3/10　映画「かすか
な光へ」上映会　本郷生涯学習センター）

 

幸
運
を
も
た
ら
す
御
福
木
を
手
に
入
れ

よ
う
と
駆
け
付
け
た
裸
衆
。
寒
さ
の
中
、

体
か
ら
は
湯
気
が
上
が
り
、
威
勢
の
よ

い
掛
け
声
と
と
も
に
白
熱
し
た
奪
い
合

い
と
な
り
ま
し
た（
2
／
20
　
御
福
開

祭・は
だ
か
祭
　
久
井
稲
生
神
社
）

カメラ散歩Photo Walk
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写真・絵を募集しています
テーマ  
 ～あなたが残したい三原の風景～
応募資格　市内在住・在勤・在学の人
選　　考　総務広報課で選考
※応募作品の著作権は市に帰属します。
※応募作品は返却しません。
申し込み　郵送またはＥメールで写
真（Ｌ判・データ）か絵（大きさは画
用紙A3サイズまで）と①名前②住
所・電話番号③撮影・制作日④撮
影・題材場所⑤作品名⑥作品エピ
ソード（70字以内）を総務広報課
（〒723-8601港町三丁目５番１号 
☎0848・67・6007 somukoho@
city.mihara.hiroshima.jp）へ

　
第
12
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本

中
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
３
月
26
日
〜
28
日
、
尾
道
市
な

ど
）に
、
小
崎
未
来
さ
ん（
第
三
中

学
校
２
年
）、
柏
木
み
く
さ
ん（
同

１
年
）、
泉 

彩
音
さ
ん（
第
五
中
学

校
１
年
）、
原 

稀
未
さ
ん（
同
１

年
）、
山
脇
菜
摘
さ
ん（
同
１
年
）が

広
島
県
チ
ー
ム
の
選
抜
メ
ン
バ
ー

と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
小
学
校
低
学
年
か
ら
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
始
め
た
５
人
。
現
在
、小

崎
さ
ん
と
柏
木
さ
ん
は
三
中
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
泉
さ
ん
と
原
さ

ん
、
山
脇
さ
ん
は
東
広
島
市
の
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
野
球
と
似
て
い
ま
す
が
、
ル
ー

ル
や
規
格
が
少
し
ず
つ
違
う
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
。
フ
ィ
ー
ル
ド
が
狭
く
、

体
感
速
度
の
速
い
ボ
ー
ル
を
打
ち

返
す
技
術
や
素
早
い
送
球
が
求
め

ら
れ
る
な
ど
、
野
球
よ
り
も
難
し

い
面
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。

　
「
投
げ
て
打
っ
て
走
っ
て
。
プ

レ
ー
の
全
部
が
楽
し
い
」「
練
習
や

試
合
を
通
じ
て
友
だ
ち
が
増
え
た
」

と
魅
力
を
話
し
て
く
れ
る
５
人
で

す
が
、
夜
間
の
練
習
や
遠
征
な
ど

学
業
と
の
両
立
は
簡
単
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。「
家
族
や
先
生
の
支
え
が

あ
る
か
ら
、大
好
き
な
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
を
続
け
ら
れ
る
」と
感
謝
の
気
持

ち
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
大
会
に
は
地
元
枠
と
し
て
２
つ

の
県
選
抜
チ
ー
ム
が
出
場
。
そ
れ

ぞ
れ
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
た
５
人

は
、「
県
の
代
表
と
し
て
、
一
試
合

で
も
多
く
勝
て
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
」と
健
闘
を
誓
っ
て
初
戦

に
臨
み
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
中
の
真
剣
な
表
情

と
は
対
照
的
に
、グ
ラ
ウ
ン
ド

を
離
れ
る
と
あ
ど
け
な
い
笑
顔

の
中
学
生
。「
お
祭
り
が
た
く

さ
ん
あ
っ
て
賑
や
か
」「
ず
っ

と
住
ん
で
い
た
い
」「
も
っ
と

都
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
な
」と

三
原
へ
の
思
い
も
そ
れ
ぞ
れ
で

す
が
、
最
後
は「
大
好
き
な
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
を
三
原
で
続
け

た
い
」と
声
を
揃
え
て
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　
（
取
材
は
大
会
前
の
３
月
中

旬
に
行
い
ま
し
た
）

●
撮
影
年
月
＝
平
成
28
年
２
月 

●
撮
影
場
所
＝
幸
崎
町
久
和
喜

市民の広場

ミハラのチカラ

STORY  01

▲  大会に向けて、練習にも熱がこもります

三原
百景
みはらひゃっけい

列車と夕日
　　　　撮影者　棚

たな
田
だ
 修
おさむ
さん

　瀬戸内海へ刻々と沈む夕日の中を走る呉線の新型車
両の姿を捉えました。列車を待つ緊張感の中、通過す
る一瞬に神経を集中してシャッターを切りました。

※このコーナーでは、スポーツや文化・芸術活動などに情熱を注ぐ若者や子どもたちを紹介します。

白
球
に
青
春
を
か
け
る
少
女
た
ち

全
日
本
中
学
生
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
広
島
県
選
抜

　
　
　
　
山や
ま
わ
き脇
菜な

摘つ
み
さ
ん
、
泉い
ず
み 

彩あ
や
音ね

さ
ん
、
小お

崎ざ
き
未み

く来
さ
ん
、

　
　
　
　
柏か

し
わ
ぎ木
み
く
さ
ん
、
原は
ら 

稀の
ぞ
み未
さ
ん  （
写
真
左
か
ら
）

作品エピソ
ード
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再
生
紙
と
大
豆
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

点
字
版
や
録
音
テ
ー
プ・C
D
も
発
行
し
て
い
ま
す
。問
い
合
わ
せ
は
総
務
広
報
課
へ
。

平
成
28（
2
0
1
6
）年
４
月
号

第
１
３
３
号　
毎
月
1
日
発
行

編
集・発
行
／
三
原
市
総
務
広
報
課

〒
７
２
３
│
８
６
０
１ 

広
島
県
三
原
市
港
町
三
丁
目
5
番
1
号

総
務
広
報
課（
☎
０
８
４
８・67・６
０
０
７
）

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.city.m

ihara.hiroshim
a.jp/

　　　　　　航空機の騒音測定結果（２月分）　　　（Lden）

三原市の人口（２月29日現在）

※外国人住民を含む。
※（　　）内は前年同月との比較。

世帯数
人　口
　男
　女

世帯
人
人
人

　
桜
満
開
の
春
。
実
は
お
花
見
散
歩

の
コ
ー
ス
と
し
て
も
強
く
お
勧
め
し

た
い
旧
三
原
城
下
。
今
月
は
、
桜
と

三
原
の
魅
力
も
一
度
に
楽
し
め
る
場

所
を
柳 

友
花
さ
ん
と
訪
ね
ま
す
。

　
ま
ず
は
本
町
に
あ
る
成じ
ょ
う
じ
ゅ
じ

就
寺
へ
。

　
「
成
就
寺
は
、
三
原
城
築
城
の
際

に
、
本
郷
の
高
山
城
下
か
ら
移
さ
れ

た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代

に
活
躍
し
た
人
形
浄
瑠
璃
の
劇
作
家 

並な
み

木き

宗そ
う
す
け輔

が
僧
侶
時
代
を
過
ご
し
た

お
寺
と
し
て
も
有
名
で
す
よ
」。

　
「
人
形
浄
瑠
璃
っ
て
？
」。

　
「
日
本
の
伝
統
芸
能
で
、
人
形
遣

い・太
夫・三
味
線
が
三
位
一
体
で
織

り
成
す
総
合
芸
術
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
並
木
宗
輔
は
最
も
有
名
な
浄
瑠

璃
作
家
の
一
人
で
す
よ
」。

　
「
そ
ん
な
す
ご
い
人
が
こ
こ
で
修

行
し
て
た
ん
で
す
ね
。
あ
れ
？
お
寺

の
中
に
社や
し
ろが
あ
り
ま
す
よ
」と
驚
い

た
よ
う
す
の
柳
さ
ん
。

　
「
よ
く
気
付
き
ま
し
た
ね
。
こ
の

淡あ
わ
島し
ま
神
社
に
は
成
就
寺
を
守
護
す
る

女
神 

淡
島
明
神
が
祭
ら
れ
て
い
ま

す
。
女
性
の
病
気
や
悩
み
に
ご
利
益

が
あ
る
み
た
い
で
す
よ
」。

　
「
じ
ゃ
あ
、
健
康
で
い
ら
れ
る
よ

う
に
お
願
い
し
な
く
ち
ゃ
」。

　
坂
道
を
登
っ
て
妙
正
寺
へ
到
着
。

「
ず
い
ぶ
ん
高
く
ま
で
登
っ
た
ん
だ
。

い
い
眺
め
」と
振
り
返
る
柳
さ
ん
。

　
「
妙
正
寺
所
蔵
の
絹け
ん
ぽ
ん本

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く

登と
う

覧ら
ん
画が

図ず

に
は
、
妙
正
寺
か
ら
眺
め
た

三
原
城
や
瀬
戸
内
海
が
描
か
れ
て
い

ま
す
」。

　
「
こ
こ
か
ら
も
天
主
台
跡
や
町
並

み
が
一
望
で
き
ま
す
ね
。
桜
も
楽
し

め
る
な
ん
て
最
高
」と
柳
さ
ん
。

　
「
柳
さ
ん
、三
原
城
の
城
主
は
？
」。

　
「
小
早
川
隆
景
さ
ん
で
す
よ
ね
」。

　
「
正
解
。
だ
け
ど
、
城
主
は
小
早

川
氏
の
後
、
福
島
氏
、
浅
野
氏
と
変

わ
り
ま
す
。
妙
正
寺
に
は
浅
野
氏
代

々
の
位
牌
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
」

と
、
境
内
奥
に
あ
る
浅
野
氏
の
お
墓

へ
。

　
「
浅
野
氏
も
江
戸
時
代
か
ら
現
在

ま
で
、
こ
こ
で
三
原
を
守
っ
て
い
る

ん
で
す
ね
。
歴
史
が
あ
る
な
あ
、
三

原
は
」と
し
み
じ
み
す
る
柳
さ
ん
。

　
春
の
一
日
。
皆
さ
ん
も
、
桜
満
開

の
旧
三
原
城
下
に
出
掛
け
て
み
ま
せ

ん
か
。
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あ・と・が・き

問
築
城
４
５
０
年
事
業
推
進
担
当
室

　
☎
０
８
４
８・61・０
４
５
０

春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
。
本

郷
の
小
学
校
で
は
３
校
が
長
い

歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
、
１
校
が
誕
生

し
ま
し
た
。
新
し
い
校
舎
に
も
児
童

の
元
気
な
声
が
響
く
こ
と
で
し
ょ
う

▼
広
報
み
は
ら
で
も
３
年
間
に
わ
た

っ
て
ご
愛
読
い
た
だ
い
た「
キ
ラ
リ
☆

発
見
！
」が
終
了
し
、
新
連
載「
若
者

×
情
熱 

ミ
ハ
ラ
の
チ
カ
ラ
」が
ス
タ

ー
ト
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
自
分
だ
け
の

「
何
か
」に
注
ぐ
若
者
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
▼
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
厳
し

い
展
望
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
何
も
変
え
な
か
っ
た
ら

の
話
。
若
い
力
と
情
熱
の
化
学
反
応

が
、
三
原
の
未
来
を
変
え
る
大
き
な

力
に
な
る
は
ず
で
す（
Ｓ
）

問問い合わせ先

▲ 妙正寺のしだれ桜

▲ 絹本著色登覧画図
（部分）

 

桜
と
歴
史
を

楽
し
む 
の
巻

　
「
ふ
る
さ
と
三
原
」を
次
の
世
代
へ
と
伝
え
て
い
く

連
載
企
画
。
県
立
広
島
大
学
三
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学

生
と
三
原
の
歴
史
や
文
化
を
再
発
見
し
て
い
き
ま
す
。

　 人間福祉学科３年　柳
やなぎ
 友
ゆう
花
か
 さん

43,959
97,696
46,739
50,957

（+115）
（－924）
（－395）
（－529）

▶正広局（本郷町善入寺正広）＝52.0▶本郷局（本郷町船木川西上）＝52.9

み

●12

浅野氏は今何代目だろう

　神様、どうか
私をお願いします。

三原駅から歩くこ
と約５分。成就寺

に到着

○ 固定資産税･都市計画税(第１期)
納期限　５月２日（月）

夜 間収納窓口（19時まで） 
　 ７日（木）・14日（木）・21日
　（木）・28日（木）

税などの納期（普通徴収）
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	1604mihara-p20-21イベント
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